
三脚を使って菜の花と自分をリモート撮影してみました。
とても春らしい1枚を撮ることができました。（撮影場所 :
脇町の潜水橋付近）



　

１
月
１
日
に
発
生
し
た
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
で
は
、
石
川
県
の
奥

能
登
地
方
を
中
心
に
震
災
関
連
死
を

含
め
、
２
４
０
名
を
超
え
る
方
々
が

犠
牲
に
な
り
、
全
半
壊
等
の
住
家
被

害
も
６
万
棟
を
超
え
て
い
ま
す
。
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
全
て
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
１
月
８
日
か
ら
12
日

に
か
け
て
、
県
の
入
浴
支
援
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
職
員
を
派
遣
し
、
市
が
保

有
す
る
Ａ
Ｉ
水
循
環
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
簡
易
シ
ャ
ワ
ー
セ
ッ
ト
を
提
供

し
た
ほ
か
、
医
師
を
含
む
４
名
の
職

員
を
派
遣
し
被
災
地
支
援
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
能
登
半
島
地
震
は
、

道
路
や
水
道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
も
甚

大
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、
復
旧
、

復
興
の
道
の
り
が
長
期
化
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
職
員
派
遣
の
ほ

か
、
市
民
の
皆
様
や
職
員
か
ら
の
義

援
金
を
被
災
地
に
お
届
け
し
て
い
ま

す
が
、
引
き
続
き
で
き
る
限
り
の
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
能
登
半
島
地
震
を
受
け
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
中
央
構
造
線
・

活
断
層
地
震
へ
の
備
え
の
重
要
性
を
改

め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
大
規
模
災
害
の
発
生

時
に
市
役
所
機
能
が
停
止
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
庁
舎
の
自
家
発
電
設

備
の
改
修
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、

防
災
計
画
や
備
蓄
資
器
材
の
点
検
を

行
い
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
と
と

も
に
、
避
難
所
等
へ
の
安
定
的
な
燃
料

供
給
に
向
け
、
市
内
事
業
所
と
の
燃

料
供
給
協
定
に
つ
い
て
も
締
結
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
災

害
発
生
時
に
災
害
対
策
本
部
が
し
っ

か
り
と
機
能
す
る
よ
う
、
穴
吹
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
改
修
を
行
う

と
と
も
に
、
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
す
。
今
回
の
能
登
半
島

地
震
に
お
い
て
も
当
初
、
支
援
物
資

が
被
災
地
に
届
か
な
い
な
ど
の
物
流

上
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
昨
年
９
月
に
総
合
防
災

倉
庫
の
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
が
、

在
宅
避
難
や
車
中
泊
避
難
さ
れ
て
い

る
方
々
に
も
支
援
物
資
を
確
実
に
お

届
け
で
き
る
よ
う
、
エ
ア
ー
テ
ン
ト
や

発
電
機
等
を
備
え
た
地
区
物
資
供
給

拠
点
を
順
次
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
正
確

な
防
災
行
政
情
報
を
お
届
け
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
現
在
、
本
市
の
防

災
行
政
情
報
は
音
声
告
知
放
送
端
末

機
を
通
じ
て
発
信
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
固
定
電
話

な
ど
か
ら
必
要
な
防
災
行
政
情
報
を

入
手
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
新
た

な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
各
種
防
災
訓
練
の
実
施
に
加
え
、

木
造
住
宅
の
耐
震
化
や
家
具
固
定
器

具
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
等
の
設
置
を

促
進
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
様
と
共

に
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
９
日
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
金
メ
ダ
リ
ス
ト

で
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
の
室
伏
広
治

氏
と
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
チ
ー
フ
ト
レ
ー

ナ
ー
で
、
株
式
会
社
Ｒ
―
ｂ
ｏ
ｄ
ｙ

代
表
取
締
役
の
鈴
木
岳
．
氏
を
お
招

き
し
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
講

演
会
に
先
立
ち
、
株
式
会
社
Ｒ
―
ｂ

ｏ
ｄ
ｙ
と
の
間
に
お
い
て
「
美
馬
市

民
の
ラ
イ
フ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上

に
向
け
た
連
携
協
定
」
を
締
結
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
ヴ
ォ
ル

テ
ィ
ス 

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
成
果
を
受
け
継
ぎ
、
更
に
発

展
さ
せ
る
と
と
も
に
、ラ
イ
フ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

穴
吹
認
定
こ
ど
も
園
は
、
本
年
４

月
に
「
公
私
連
携 

幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
」
へ
移
行
し
ま
す
。
運
営
を

担
う
社
会
福
祉
法
人
か
も
め
福
祉
会

と
連
携
を
図
り
、
円
滑
な
移
行
に
努
め

る
と
と
も
に
、
市
内
の
認
定
こ
ど
も
園

と
保
育
所
に
お
い
て
新
た
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
、
市
全
体
の
保
育
・

幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
「
入

学
祝
い
ポ
イ
ン
ト
」
や
「
第
３
子
以
降

み
ま
っ
こ
ポ
イ
ン
ト
」
と
い
っ
た
デ
ジ
タ

ル
地
域
通
貨
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ａ
へ
の
ポ
イ

ン
ト
付
与
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す

が
、
本
年
４
月
か
ら
、
18
歳
ま
で
の
子

ど
も
の
医
療
費
を
一
律
無
料
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
ほ
か
、
美
馬
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
の
軽

減
等
、
引
き
続
き
、
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

重
点
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る

中
学
校
の
部
活
動
支
援
に
つ
い
て
は
、

昨
年
10
月
か
ら
合
同
チ
ー
ム
の
練
習
場

所
ま
で
の
移
動
支
援
を
開
始
し
、
保
護

者
の
皆
様
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
ま

す
。
今
後
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
部
活

動
の
開
始
・
終
了
や
、移
動
に
使
う
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ク
シ
ー
の
運
行
状
況
等
の
情
報

を
乗
務
員
や
部
活
動
指
導
員
、
保
護

者
等
が
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
新
た

に
構
築
し
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

や
部
活
動
の
地
域
移
行
を
推
進
し
、

生
徒
の
皆
さ
ん
が
希
望
す
る
部
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
引
き

続
き
体
制
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て

も
重
点
施
策
に
位
置
づ
け
て
お
り
ま

す
が
、
本
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け

て
実
施
す
る
モ
デ
ル
事
業
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
と

課
題
を
踏
ま
え
今
後
の
効
果
的
な
対

策
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行
に
よ
り
、

う
だ
つ
の
町
並
み
に
も
賑
わ
い
が
戻
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
、
町
並
み
内

の
市
所
有
の
古
民
家
を
パ
ン
工
房
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
等
の
機
能
を
持
つ

施
設
に
改
修
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、施
設
の
名
称
を
「
う
だ
つ
未
来
館
」

と
し
、
本
年
７
月
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
滞
在
型
観
光
に
資
す

る
施
設
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ

う
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
２
月
16
日
、
う
だ
つ
の
町
並
み

で
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
株
式
会

社
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
、
令
和
５
年

度
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
の
団
体
表
彰
と

し
て
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

市
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、
地
域
で

活
動
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
や
一
般
社
団

法
人 

美
馬
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
等
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
う
だ
つ
の
町
並
み
を
は
じ
め

と
す
る
観
光
資
源
を
活
用
し
た「
儲
か
る
」

観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
一
方
、「
稼
い
だ
お
金
」
を
地
域
の

中
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
令

和
４
年
10
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
デ
ジ

タ
ル
地
域
通
貨
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ａ
は
、
令

和
６
年
１
月
末
ま
で
の
期
間
に
約
９
億
５

千
万
円
の
決
済
を
い
た
だ
き
、
チ
ャ
ー
ジ

金
額
の
総
額
も
約
４
億
２
千
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、

３
％
ポ
イ
ン
ト
還
元
や
買
い
回
り
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
市
外
在
住
の
方
も
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ａ
を

利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
好

循
環
創
出
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
の
ほ
か
、
令
和
６
年

度
は
、
吉
野
川
環
境
整
備
組
合
が
進
め

る
汚
泥
再
生
処
理
施
設
整
備
事
業
や
、

郡
里
廃
寺
跡
の
公
園
整
備
事
業
、
穴
吹

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
事

業
等
の
大
型
事
業
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
事
業
を
含
め
、
市
の
将
来

像
で
あ
る
「
美
し
く
駆
け
る 

活
躍
都
市 

美
馬
」
の
実
現
に
向
け
、
各
種
施
策
を

着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

美
馬
市
長　

加
美
一
成
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令
和
６
年
度当

初
予
算

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は

２
１
３
億
７
千
万
円
で
、
前
年
度
の
当
初
予

算
と
比
べ
て
７
億
３
５
０
０
万
円
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

「
美
し
く
駆
け
る 

活
躍
都
市 

美
馬
」
を
実
現

す
る
た
め
の
予
算
を
編
成

　

本
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
を
受
け
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
中
央
構
造

線
・
活
断
層
地
震
を
想
定
し
た「
防
災
・
減
災

対
策
」に
重
点
を
置
き
ま
す
。ま
た
、「
人
生
１

０
０
年
時
代
」の
到
来
を
踏
ま
え
、ジ
ェ
ロ
ン

ト
ロ
ジ
ー
に
基
づ
く
施
策
を
推
進
し
、地
域
の

健
康
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。さ
ら
に
、子
育

て
支
援
、教
育
環
境
整
備
な
ど
、市
民
の
生
活

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。一
方

で
、耕
作
放
棄
地
再
生
保
全
モ
デ
ル
事
業
の

実
施
や
高
齢
者
支
援
な
ど
、高
齢
化
や
人
口

減
少
を
前
提
と
し
た
施
策
も
進
め
ま
す
。

★
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

用語説明

自主財源…市が自主的に確保できるお金
人件費・扶助費・公債費といった、支出が義
務づけられている経費 

義務的経費…

扶助費… 生活保護費や、障がい者・高齢者・子どもなどへ
の支援に必要な経費

公債費…市債の返済に充てる元金と利子

投資的経費…

物件費…

補助費等 …

繰出金 …

道路整備や施設建設など、社会資本整備に必
要な経費

維持補修費や補助費などを除いた、消費的な性質
を持った経費
他の地方公共団体や民間に対して交付される現
金的給付に係る経費

市税…市民税、固定資産税、たばこ税等市民が納めた税金

繰入金…各種基金を取り崩した資金

特別会計の事務事業を補助するため、一般会計か
ら特別会計に支出する経費

依存財源…国や県から割り当てられるお金

地方交付税… どの市町村でも一定の行政サービスが行えるよう、
人口や税収などに応じて国から交付される資金

国や県が必要と認めた事業に対し
て、国・県から配分される資金

国庫支出金・県支出金…

市債…建設事業などに充てるために借りる資金

福祉・医療に

※令和６年３月１日現在の人口26,698人で計算しています。 ※目的別で多い３項目

行政の運営に
民生費 総務費

25 万 6,823 円 11 万 6,353 円

市民ひとりあたりの予算額

特別会計 特定の事業を行うために、一般会計とは別に独立して経理が
行われる会計

国民健康保険
事 業 勘 定
直 診 勘 定

保険事業勘定

サービス事業勘定

後期高齢者医療

介護保険

一の森ヒュッテ事業

小水力発電事業

計

会　　計 当初予算額 対前年度比

企業会計 地方公営企業法の適用を受け、その事業収入
により経営される会計  

※企業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計です。

会　　計 当初予算額 対前年度比

計

34億7,071万円

1億1,069万円

5億1,814万円

37億  931万円

7,986万円

480万円

1,101万円

79億  452万円

＋2.6％

＋9.0％

＋3.7％

△ 2.1％

＋25.2％

△ 0.1％

△ 54.9％

＋0.5％

17億8,079万円

5億1,620万円

10億7,659万円

1億1,541万円

7,259万円

△ 2.4％

△ 0.4％

△ 3.8％

＋3.6％

△ 3.8％

下水道事業

水道事業

工業用水道事業

簡易水道事業

一般会計 歳入

213 億 7,000 万円
（対前年度比 ＋3.6％）

（対前年度比＋3.6％）
213 億 7,000 万円

自主財源　全体の 29.5%
依存財源　全体の 70.5%

全体の 45.2%
全体の 12.7%
全体の 42.1%その他の経費

投資的経費
義務的経費

一般会計 歳出（性質別）
市　税

自主財源

依存財源

63億 1,013万円
（＋3.3%）

（＋3.7%）
150 億 5,987 万円

（＋5.7%）

（0.0%）

（＋ 5.3%）

（＋16.5%）

（△ 1.7%）

（△ 5.5%）
25 億 4,402 万円

75 億円

23 億 8,860 万円

27 億 2,740 万円

11 億 3,522 万円

13 億  865 万円

10 億 1,742 万円

繰入金

その他

地方交付税

国庫支出金

市　債

県支出金

その他 ※（    ）は前年度比

27 億 4,869 万円

（△ 0.8％）

（△ 1.0%）

（△ 4.7%）

（＋3.6％）
（＋39.8%）

（＋2.6%）

（＋28.2%）

（＋1.6%） 人件費

扶助費義務的経費

投資的経費

その他の経費

公債費

普通建設事業費
災害復旧事業費

物件費

補助費等

4億 5,321 万円

39 億 5,223 万円

29 億 2,370 万円

27 億 7,621 万円

26 億 5,886 万円

33 億 9,940 万円

31 億 5,377 万円

89億 9,750 万円
（＋10.0%）

（＋4.2%）

（△ 2.0%）
96 億 5,214 万円

27 億 2,036 万円

19 億 9,112 万円

6,150 万円

その他

繰出金

借入金の返済に
公債費

10 万 3,986 円
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シビックプライド（地域への
誇りと愛着）醸成のために

令和６年度当初予算 主な事業

安全で良好な生活環境を維持
するために

国指定史跡郡里廃寺跡の公園
整備／１億 9,620 万円
令和５年度に引き続き、国指定
史跡郡里廃寺跡の公園整備を進
めます。令和６年度は、敷地排
水施設、遺構表示、舗装等の工
事を実施予定です。

熱中症を予防するための集会施設への
エアコン設置支援／756万円
夏季における高齢者等の熱中症対策が
課題となる中、集会施設における熱中症
を予防するため、エアコンが設置されて
いない集会施設へのエアコン設置を支
援します。（補助率9/10で、畳数に応じて
補助上限額を設定）なお、老朽化したエ
アコンの更新支援経費（600万円）につい
ては別途令和５年度補正予算に計上し、
令和６年度に繰り越しして実施します。

高齢化や人口減少が進んでも安心して暮らし続けるために
耕作放棄地再生保全モデル事業の推進／ 448 万円
耕作放棄地の増加による営農や生活環境の
悪化を食い止めるため、地域の団体や事業
者が、草木の除去や耕うんを行い、次年度
以降（２～５年目）、商品作物等や景観形
成作物の栽培、畦畔や用水路の維持管理を
行う場合に、補助金の交付や景観形成作物
の種子の支給を行います。

にぎわいと地域経済の好
循環を創出するために

「子育てするなら美馬市で」と実感いただくために
公私連携幼保連携型「穴吹
かもめこども園」の運営開始
／ 1億 9,188 万円
「穴吹認定こども園」を令和６年
４月から公私連携幼保連携型認
定こども園に移行することに伴
い、①公定価格に基づく教育・
保育給付補助金、②国・県の制
度（子ども・子育て支援事業、
保育対策総合支援事業）に基づ
く補助金、③加配保育士など市単
独補助金を計上します。

認定こども園等 ICT システムの
導入／ 984 万円

中学校部活動の移動支援／ 2,767 万円
令和５年度に引き続き、合同チームの練習校までの移動支援を継続し
ます。また、国土交通省の「共創モデル実証運行事業」を活用し、生
徒が希望する部活動に取り組みやすい環境整備を行います。「人生 100 年時代」を美しく健康で暮らすために

コンディショニングエクスパートの養成とコンディショニング教室の
開催／ 2,534 万円

デジタル地域通貨MIMACAと連携した健康ポイントの導入／ 1,360 万円
ヴォルティスコンディショニングプログラムで活用した活動量計による
歩数と市内５か所に設置する体組成計の計測回数等を「健康ポイン
ト」として付与するとともに、「健康ポイント」と「デジタル地域通貨
MIMACA」を連携させます。また、これと合わせて、( 株 ) タニタヘル
スリンクが提供する健康ポータルサイト「からだカルテ」や「バーチャ
ルウォーキングラリー」を活用します。

コンディショニングについての一段高い知識や実技を身に付けた市民
等を「コンディショニングエクスパート」として認定し、市内各地で開
催予定の「コンディショニング教室」において、地域おこし協力隊と一
緒に普及活動に取り組む仕組みを構築します。

大規模災害発生時に市民の命
を守るために
穴吹農村環境改善センターの改修
（災害対策本部室設置等）／
２億 725 万円

災害を含む危機事象の発生時に、災
害対策本部の各班等が収集した情報
を関係職員がリアルタイムで共有し、
迅速・適切な対処方針の決定につな
げるためのシステムを導入します。

総合防災情報システムの導入／
2,250 万円

防災行政情報発信システムの導入
／ 7,246 万円

大規模災害発生時に災害対策本部室
を設置し、市職員と関係機関の連絡要
員等が一体的に活動できるよう、穴吹
農村環境改善センターを改修します。

現行の音声告知端末機の製造販売が
令和７年３月に終了となるため、防災
行政情報の発信手段として新たなシス
テムを導入します。新システムは、ス
マホアプリを通じた発信を基本としつ
つ、スマホを利用しない方等には、
事前登録した固定電話への電話や携
帯電話へのメール配信を行う複合的な
仕組みとします。

市民の利便性と行政サービスの質の向上のために
スマホ教室の開催／ 457 万円
令和５年度に定員を上回る応募
があった「スマホ教室」（概ね
60 歳以上を対象）について、
回数を前年度の７回から 10 回
に増やすととともに、会場につ
いても［ ］＆Work のみであった
前年度から、市役所や小星ベー
ス、美馬町市民サービスセン
ター、木屋平複合施設等の公共
施設に拡大します。

デジタル地域通貨の普及促進 
／ 1,976 万円

令和５年度補正予算に計上した
「MIMACA チャージ３％ポイント
還元事業」（事業費 1,140 万円）
については、令和６年度に繰り越
して実施することとしていますが、
市外在住者についてもアプリをダ
ウンロードし、アカウント登録する
ことで MIMACA を利用可能とし、
「３％ポイント還元事業」を適用し
ます。また、利用促進を図るため、
令和５年度に効果が確認された
「MIMACA 買いまわりキャンペー
ン」等を市民対象に開催予定です。

保護者の利便性向上と保育教諭
の負担軽減を図るため、認定こど
も園等に ICT システムを導入しま
す。保護者は出欠や遅刻の連絡
をアプリでできたり、子どもの成
長をアプリを通して手軽に見るこ
とができます。また、保育教諭の
指導要録や記録等の作成時間を
短縮することにより、子どもに向
き合う時間を増やすことで、教育・
保育の質の向上につなげます。

道の駅「みまの里」のキャッシュ
レス決済対応レジ導入／
2,832 万円
道の駅「みまの里」の POS（販
売時点情報管理）レジについて、
利用者のニーズに応えるため、
キャッシュレス決済に対応可能な
レジシステムに更新します。

送　迎在籍校

生徒の出欠等
の情報を共有

部活動の開始・
終了情報を共有乗降情報を共有

部活動拠点校

スマホ等で生徒
の状況が確認で
きます

保護者 （一社）美馬交通協会

配車の調整、
システムの
運用管理

情報はタブレット端末に入力して共有します
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特別職
市　長
副市長

加美 一成
岡　 建樹 東條 洋士

教育長 村岡 直美 ●部長級（理事）  ◎次長  ○課長・事務長・所長・園長  （再）再任用  （新）新規採用

国際交流、情報公開、入札、契約、財産管理 等総務課
☎52-1212

選管 ☎52-8002
監査 ☎52-8007

○原　健二

　巽　康輔

　 片山 高広

田上 達也

栁井 百里

佐川 巽郎

武田 和也

胡　和徳

前田 哲也 （再）大泉 勝嗣 井形 駿介

秘書、人事、給与、姉妹・友好都市、行政相談、広聴 等
秘書人事課
☎52-8006

◎渡邊 晴樹

（新）三ッ川栞菜

富永 　智

谷西 健司

藤内 敦美

石井 祐史

安永 智美 藤本 晋一郎 上家 悠莉菜 岸　千夏

市民税、国民健康保険税、固定資産税、軽自動車税 等税務課

北館2階

☎52-5602
☎52-5603

◎和田 啓明

井原 啓貴

前田 年彦

武田 晴奈

藤本 真人

西山 美樹

（再）近藤 悦子

松井 裕貴実

近藤 美帆

井上 佳枝

枝澤 昂平

垂水 柚奈

長江　明

（新）佐藤 穂乃香

総合計画、統計、予算編成、財政計画および調整 等企画財政課
☎52-8008 ○濱原 友和 西岡　聡 𠮷岡 佑子 西岡 朋美 東條 凌河 三橋　樹 （新）佃 紗也香

防災計画、国民保護計画、自主防災組織育成、災害対策本部 等危機管理課
☎52-1677 ○松浦 英之 ○中山 博之 安達 貴志 鈴木 明良 片岡 元気 （新）下釡 大空

地域情報ネットワーク、電算システム、広報 等デジタルトランスフォーメーション推進課
☎52-1717 ○荒岡 克司 新田 浩人 三好 俊助 前野 志歩 堀江 孝希

人生100年時代、美と健康のまちづくり事業、小星ベースの施設管理 等美と健康のまち推進課 ☎52-5730
○大島 直子 藤原 由美子 川原 千尋 熊野 龍司

※1

※2

※2

企画総務部  北館３階 ●部長：吉田 正孝

※1 選挙管理委員会・監査委員事務局長併任、※2 選挙管理委員会・監査委員事務局書記併任

小星ベース

民生委員、保護司会、災害救助、生活保護 等
生活福祉課
☎52-5604

◎吉本 宏紀

中妻 可南

井口 明典

大西 啓治

松家 裕之

木下 剛暢

福永 美穂

南　貴博

浅野 ゆかり 喜多 賢治 （再）大野 昭史

高齢者福祉、介護保険、障がい福祉 等長寿・障がい福祉課
☎52-5605☎52-5614
地域包括支援センター

☎52-5613

竹田 光司

西木 照記

○前田 実知代

  菅原 徳枝

宇山 修介

（再）藤川 喜代子

川田 静江

大森 愛理

友信 博美

石川 真帆

原田 めぐみ

仁木 のどか

逢坂 陽光

（新）星野 武元

木屋平診療所 ☎68-2541 ●藤原 真治 東埜 英一 川口 あけみ （再）佐古 キヨ子

各種給付金事務 等給付金対策室
☎52-1366 ○内藤 紀彦 新居 一真

児童福祉、子育て支援、児童手当、みまっこ医療、母子相談 等子どもすこやか課
☎52-5606

こども家庭センター
☎52-2333

◎西岡 英樹

和泉 純子

○三宅 幸代

　大江 未生

花岡 三子

中島 優那

中津 百恵

小野寺 いづみ

荒岡 智子

漆原 早月

青山 憲司

逢坂 佳那子

長江 美紀

国民健康保険、後期高齢者医療、国民年金、健康診査、保健指導 等
保険健康課
☎52-5601
☎52-5611

○佐藤 優行

　大塚 優子

　 三宅由佳理

飯田 久美子

西村 三千代

後藤 綾斗

保手 誠

逢坂 香奈

（新）内田 莉子

秦　靖彦

三原　梓

櫻間 光雄

（再）藤井 美恵

藤重 りさ

磯村 美樹

松浦 あゆみ

上田 仁日香

 保険福祉部 南館２階 ●部長：住友 礼子  ◎任期付短時間勤務職員（次長級）：西野 佳久

農業振興、土地改良事業、畜産業振興、生活改善、林業振興、鳥獣保護 等
農林課
☎52-5609

○佐藤 靖子

　長岡 裕己

重長 寿昭

細川 知世

山口 俊尚

冨士本 雅弥

切上 明彦

（新）垂水 広斗

 佐藤 桃子 木下 宏也  佐古 敏之

商工業振興、労働行政、企業立地推進、創業支援等、サテライトオフィス、デジタル地域通貨MIMACA 等企業応援課
☎52-1263 ○林　暁美 藤澤 浩二  小畠 一真 大西 千尋 増居 裕矢

観光振興、観光施設管理、観光イベント、近畿ふるさと会、徳島ヴォルティスホームタウン 等観光交流課
☎52-5610 ○二宮 正経 増井 良和 鍜治谷 太一 金見 翔太 （新）古川 航大

 経済部  北館４階 ●部長：藤田 伸次

宅地開発指導、都市計画、道路河川占用、地籍調査、老朽危険空き家対策 等
都市政策課
☎52-5607

○尾形 克人

　  藤井　崚

寄鑓　裕 （再）南　佳幸 緒方 豪人 藤田 剛史 朝倉 康平 板東 章浩

市営住宅管理、住宅耐震化対策、住宅リフォーム 等住宅・拠点整備課
☎52-5612 ○藤田 慎二 北岡 広一 藤本 直亨 （新）松田 篤資

道路、橋梁、排水路、交通安全施設および防犯灯の新設・維持管理、農道・林道整備 等
建設課
☎52-5608

○前山 一宏

　  土井 淳嗣

樫地 貴洋

篠原 唯史

石田 貴志

幸平 健佑

（再）小野 洋介

（新）前田 桂吾

 山本 雄一郎 野﨑 将平 美馬 宏成

建設部  北館４階 ●部長：園木 一昌

教育行政の企画調整、教職員の人事管理、学校給食 等
教育総務課
☎52-8010

○伊藤 裕章

　谷口 友紀

花岡 正昭 （再）藤村 孝志 新開 利恵 井手 和輝 佐々木 彩 髙橋 深生

 社会教育、文化財保護、スポーツ振興 等
地域学習推進課
☎52-8011

○近藤　敦

　 中川　新

西岡 健二郎 井口 ひろ （再）藤田 英雄 小島 靖彦 　郷 哲也 蔦　佑亮

教育委員会事務局  南館３階  ●副教育長：藤本 貴子、◎教育指導監：長江 徹子

 ☎52-8004 ○大島 康作  村上 富美 吉田 智彦  

議会事務局  南館４階 ●事務局長：篠原 孝志 

☎52-8003 ○髙尾 寿美 中村 佳代子 塩田 友香 中川　環 

会計課  北館２階

 ☎52-8030 ○中津 圭二 原田 佳明 大久保 政博  

農業委員会事務局  北館４階

美馬市職員配置表
（令和６年４月１日現在）
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給食センター

認定こども園・保育所・幼稚園 市民環境部  北館２階 ●部長：伊内 公一

くらし・人権課
☎52-8009

地域活性化、自治会連絡調整、デマンドバス、人権啓発、男女共同参画、消費者行政、交通・防犯 等

○仲 　正敏 　 前田 龍昌 逢坂 和憲 藤島 真希 小山 康菜 林 愛哉

ふるさと納税、地域交流センターミライズの施設管理、移住・定住関係 等ふるさと回帰推進課
☎52-8129 ◎住友 啓五 宮田 莉沙 柏岡 秀也

環境課
☎52-8020

ごみ、飼い犬に関すること 等

○藤澤 正道 　井奥 福之 武内 貴之 （再）中川 貴志 櫻間 健太郎

○関 　和也 原田 慶子 宮武 紫織脇町市民サービスセンター☎52-5600
○逢坂 雅史 鴻池 正彦 西岡 美和 三好 明美 清水 真也美馬町市民サービスセンター☎63-3111
◎大岡 信隆 小原 浩幸 高橋 真治 棚上 和子 （新）勢古 博信木屋平市民サービスセンター☎68-2111

消防本部 ●消防長：根本 賢一

総務課
☎52-3061

◎金﨑 満男

坂本 光希

吉村 仁志

金崎 柊人

 田中 雄太 逢坂 真人  緒方 潤 藤川 修平葛籠 寛人

予防課
○知野 昌寿

藤村 将嗣

棚上 寿和

佐竹 真

佐藤 輝謙

藤田 悠輔

工藤 正人

中山 将仁

眞鍋 優

石川 祐人

大舘 直樹 緒方 亮介

警防課
◎喜多 孝治

丸山 賢悟

近藤 寛

國見 建太

大谷 直哉

尾方 賢一

片岡 孝樹

田邊 慶太

中妻 秀仁

北岡 和人

畑中 昌典

武岡 拓海

谷本 慎二

救急救助課
○西川 猛司

長谷 昌典

佐藤 弘都

石川 英樹

塩田 孝輔

西村 正照

柿原 克哉

奈良井 光宏

真鍋 克志

田邊 諒

長谷 仁嗣

梶谷 勇斗

熊澤 大輔

藤川 侑己

榎丸 雅望

通信指令課
○谷　和夫

小笠　真

三宅 純也

熊井 誠

松本 大輔

髙田 英幸

藤林 良樹 北岡 拓也 南後 尚幸 中川 達朗

○河野 照栄

藤田 あゆみ

前田 さくら

𠮷川 海月

小川 綾子

奥村 沙紀

田村 麻衣

金澤 晴渚

藤川 和代

正木 真弓

坂東 吏沙

杉山 真理

大谷 貴宏

西岡 奈々

丹羽 香菜

柴田 沙織

垂水 玲己

金泉 尚子

大池 春菜

坂本 楓佳

三好 睦実

西浦 奈未可

古谷 萌菜美

○緒方 健三

河野　舞

笠井 砂織

篠原 千晴

武田 美奈子

大村 香織

花岡 美由紀

井上 優

藤本 あづさ

佐川 多恵

藤浦 有香

大橋 裕子

正木 順子

藤本 寛子

宮武 ひかる

澤口 達子

田邉 結衣

堀 香織

柿窪 恵美子

（再）須藤 ふみ子

○藤田 尚美

谷口 志帆

浮津 真生

西岡 あすか

川西 由紀

松井 柚依

尾形 利江

川原 梓

井村 志津恵

久米川 朝美

大西 有紀

藤原 舞子

大上 小百合

多田 千穂

天田 比呂子

圓藤 彩菜

住民基本台帳、印鑑登録、戸籍、外国人登録、マイナンバーカード 等
市民課
☎52-8001

○中川 栄治

 栗本 玲菜

宮内 聡美

宮内 杏唯

西村 裕則

（新）三橋 聡子

奥森 三紀 中田 久美 鈴木 理恵子 上田 絵梨奈江原認定こども園
☎53-3070

脇町保育所
☎52-1492

岩倉認定こども園
☎53-5533

美馬認定こども園
☎63-3030

○南後 きみ子

平岡 美都保

近藤 静香

真鍋 知紘

井口 静代

尾形 みほ

北岡 あゆみ

田邊 梨花

佐古 こずえ

松下 千尋

三好 里枝

田岡 真菜

長瀬 祥子

藤本 美由紀

竹岡 陽香

財田 倖歩

佐藤 恵子

笠井 まき

長江 真依

廣岡 かずみ

髙井 徳子

國見 京加

田邊 弘

篠原 朱美

見定 枝莉

○蔭山 苗美 石川 佳代子 空山 里奈脇町幼稚園☎52-0086 福見 みのり （再）田所 真理

○山口 慶子美馬市学校給食センター☎52-1539

鎌田 恵美子木屋平幼稚園☎68-3733

出向・派遣
吉野川環境整備組合☎52-2388 ●大森 　晃

美馬地区広域行政組合☎55-2501 田所 勉

逢坂 肇

徳島県後期高齢者医療広域連合 緒方 寛和

徳島県庁 山口 明大

（一社）そらの郷 逢坂 一至

徳島県消防防災航空隊 奥村 隼

氏名 退職時職名

令和５年度退職者
３月31日付で次の皆さんが退職されました。（順不同、敬称略）

大塚 敏宏 （再）脇 誠治三島会館☎53-6124

穴吹認定こども園は今年度から「公私連携幼保連携型認定こども園」へ移行しました。

安西 裕也

水道部 南館３階 ●部長：藤重 久
上下水道施設の維持管理、新規申込 等

◎山川 一美

（新）上野 光生

　 金崎 博之 中山 周治 乾 裕宣 蔭山 貴基 （再）新居 裕康 前田 一樹施設課
☎52-2350

経営管理課
☎52-2511

水道料金、下水道使用料、水道の開・休栓、下水道の使用開始・休止 等

○小倉　 進 　宮浦 瑞恵 宮武 航平 宮田 峻 山田 智紀 眞鍋 勇貴 小畠 里菜

令和６年度から下水道に関する業務は水道部で行います。

長江 浩司 （再）伊東 利枝子文化会館☎63-4646

西阿老人ホーム組合　施設長（課長級）南 佳幸

監査委員事務局　事務局長（次長級）藤本 仁司

見立 貞治 保険福祉部　次長

大野 昭史 保険福祉部　次長

山下 隆義 三島会館　館長補佐

藤井 美恵 保険健康課　看護師長

須藤 ふみ子 穴吹認定こども園　総括調理員

渡瀬 恭子 脇町保育所　保育士

川原 彩華 長寿・障がい福祉課　主事

續 敬介 消防本部警防課　主事

佐藤 実樹子 穴吹認定こども園　保育教諭

田所 真理 脇町幼稚園　園長補佐

前田 桃香 美馬認定こども園　保育教諭
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募集職種

採用予定人数

試験について

採用時期 令和７年４月１日までの間で、市と最終合格者の協議に
より決定します。

都度、期間設定を行い試験を実施します。
第一次試験は書類審査・基礎能力検査・パーソナリティ
検査（テストセンター方式）、第二次試験と第三次試験
は面接により行います。

若干名

※受験申込みは、上記の職種のうちいずれか一つに限り、お申し込み後は、
職種区分の変更はできません。

※本市が令和６年度に実施する他の試験区分において受験資格を満たす
場合、当該試験に申込むことができます。(併願可 )
※採用後、業務上必要な資格を取得していただくことがあります。

勤務条件・給与
（令和６年４月１日現在）

【初任給】 学歴や採用前の職歴
等を勘案のうえ、決定します。

令和 6 年 4月 1日の年齢 30 歳、 
大学 （四年制） 卒業後 8 年の職
務経験を有する人⇒231,800 円
※職務経験年数の全てが採用後
の本市の職務に直接役立つと認
められる場合

例

【諸手当】通勤手当、住居手当、
扶養手当、時間外勤務手当、期
末勤勉手当（ボーナス年２回）
等
【昇給】年１回 
【勤務時間】午前８時 30 分～午
後５時 15 分（１日７時間 45 分）
【休日】土曜日、日曜日、祝日、
年末年始（12月29日～１月３日）
【休暇】年次有給休暇（年間 20
日（採用１年目は 15 日））、特
別休暇、育児休業制度等
【研修】自主研修、職場研修、
自治研修センター研修、市町村
アカデミー研修、県派遣研修、
自治大学校研修 ほか

令和６年度美馬市職員採用試験案内
【専門人材通年採用枠】行政事務・土木・建築

受付期間 4 月 11日（木）午前９時～令和7年1月6日（月）午後５時
受付期間内において、随時の申込みに対応します

お申し込みはインターネットで行ってください

行政事務
（デジタル）

地域情報化、デジタルトランスフォーメーショ
ンの推進等情報関係業務を中心に､行政事務
全般に従事

平成２年４月２日
以降に生まれた
人

※受験資格等詳細は募集要項をご覧ください。

昭和 60 年４月２日
以降に生まれた人

会計､税財務等の関係業務を中心に､行政
事務全般に従事

行政事務
（会計）

行政事務
（法務）

法科大学院で身に付けた法律に関する知識
を生かして､法務関係業務を中心に､行政事
務全般に従事

土　木 道路､河川､上下水道等に関する計画の作
成や､設計､施工管理等の業務に従事

建　築 施設の建築および改修に関する計画の作成
や､設計､施工管理､営繕等の業務に従事

区分 業務内容 年齢制限

専門人材の採用枠

積極募集中！

秘書人事課 
☎ 52-8006     FAX53-9919
E-mail: hisyo@mima.i-tokushima.jp

お問い合わせ 詳細と
お申し込み

「ファミリー・サポート・センター利用促進補助金」
によりファミサポが利用しやすくなります
令和６年４月から、美馬市とつるぎ町でファミサポ利用促進事
業が開始され、依頼会員は負担軽減、提供会員は報酬増とな
りました。
美馬ファミリー・サポート・センターでは、会員を募集しています。
地域のお子さんの送迎や預かりができる方、子どもが好きな方、
子育てサポーターになって一緒に子育ての応援をしませんか？

会員登録について
【受付時間】
10：00~18：00（土・日・祝日を除く）※事前にお電話ください。
【受付場所】
美馬市子育て支援センターみらい内（地域交流センターミライズ2階）
【登録料】無料
【持参物】印鑑、顔写真（免許証のコピーでも可）

美馬ファミリー・サポート・センター☎53-1108
【お問い合わせ先】

※補助金により、時間内・時間外の別や子どもの人数にかかわらず、
依頼会員は１時間 500 円で利用できます。
提供会員が託児場所へ移動するための交通費も、補助金の対象です。

【１時間あたりの料金】
依頼会員負担金
（市・町補助金分）

通常
利用料金

提供会員報酬
（市・町補助金分）

平日
（7：00~21：00）

土・日・祝日、
平日上記時間外

※祝日および各認定こども園の休業日は閉園しています。

さくらんぼルーム・なかよし広場・にこにこ広場の参加者募集
認定こども園で交流事業を行っています。子育て中の皆さん、子どもたちと一緒に交流しませんか？
随時受付していますので、参加を希望される方は各園に直接お申し込みください。

※保険料、おやつ代等が必要な場合
がありますので、各園にお問い合わせ
ください。

無料

保育所・認定こども園・幼稚園に入園
していない美馬市に住所がある児童
（生後６か月～就学前）とその保護者

【対　象】

【利用料】

さくらんぼルーム
（江原認定こども園）
 ☎53-3070　 毎週 月・水・金曜日

9：00~12：00、13：00~15：00

毎週 火・木・金曜日
10：00~12：00、13：00~15：00

なかよし広場
（美馬認定こども園）

 ☎63-3030
にこにこ広場

（穴吹かもめこども園）
 ☎53-1300

実施施設 利用できる日時

妊娠・出産・子育ての
ワンストップ窓口を設置します
令和６年４月から、子どもすこやか課に
「こども家庭センター」を設置しました。
こども家庭センターでは、妊産婦や子育
て中の世帯、子どもを対象に「児童福祉」
「母子保健」の各部門が情報を共有し、
妊娠・出産・子育て期の悩みに対する相
談や支援を行います。また、これまで保
険健康課で行っていた母子保健事業（乳
児健康診査事業等）は、今後はこども
家庭センターで実施します。

子どもすこやか課

児童手当、みまっこ医療費、認定こど
も園に関すること

☎ 52-5606　
kodomo@mima.i-tokushima.jp

こども家庭センター

母子保健事業（妊娠・出産・子育て
に関すること）、子どもや家庭の問題に
関する相談、児童扶養手当に関すること

【相談先】

☎ 52-2333  
katei@mima.i-tokushima.jp

700 円

800 円

500 円
（▲200円）

500 円
（▲300円）

900 円
（＋200円）

1,000 円
（＋200 円）
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住まいの
耐震化を

耐震診断結果をもとに、改修工事の参考となる補強
計画と概算費用を提示します。
【対象要件】
耐震診断で、「倒壊する可能性がある」と判定され
た住宅
※耐震診断の実施が平成 25 年度以前の場合は、再
度耐震診断を行う必要があります。
※耐震シェルター設置や住替え（除却）を予定して
いる方はお申し込みできません。
【費用】無料
【募集件数】20 戸（先着順）
【申込期限】12月27日（金）

木造住宅耐震補強計画支援事業　

危険な空き家の除却に対する費用を助成します。まず
は、事前調査にお申し込みください。
※事前調査において「老朽危険空き家の判定基準」の評点100
点以上かつ道路閉塞または隣地へ悪影響を及ぼす恐れがある
と判定された老朽危険空き家が補助対象となります。他の対
象要件はお問い合わせください。

●事前調査
【費用】無料
【募集件数】50件（先着順）
【申込期限】令和７年１月31日（金）
●補助金　最高 80万円
【募集件数】予算の範囲内
※申込多数の場合は老朽危険度が高いものを優先。

都市政策課 ☎５２－５６０７

災害時に配慮を要する高齢者・障がい者の方の住
まいの安全を確保するため、器具等の購入・取付
費用の一部を補助します。

【対象者】
次の (1) および (2) の条件を全て満たす方
(1) 美馬市内に居住し、美馬市住民基本台帳に登録
されている方のうち 65 歳以上のみの世帯または障
がい者（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者
保健福祉手帳をお持ちの方）のみの世帯であること
(2) その世帯に市税、介護保険料、各種使用料の滞
納がない方
【補助額】
美馬市内の販売店や工事店を利用した、各事業の器具
等の購入・取付費用に対して補助します。（各事業 1
世帯 1回限り、100円未満切捨て）
家具固定等推進事業 :上限 10,000円
感震ブレーカー設置推進事業 :上限 20,000円
住宅用火災警報器設置推進事業 : 上限 9,000 円（補助
率1/2、1個あたり上限3,000円、1世帯最大3個まで）

家具固定等推進事業
……危機管理課☎５２－１６７７
感震ブレーカー設置推進事業 ・住宅
用火災警報器設置推進事業
……消防本部予防課☎５２－３０６１

住宅・拠点整備課  ☎５２－５６１２

耐震改修支援事業

耐震診断で「倒壊する可能性がある」と判定さ
れた住宅を対象に耐震改修の補助を行います。
※対象要件がありますのでお問い合わせください。

【補助金】最高 100 万円
＜上乗せ補助＞※諸条件あり
・感震ブレーカー設置 定額 10 万円
・スマート化（IoT） 最高 30 万円
・リフォーム工事 最高 40 万円
【募集件数】10 戸（先着順）
【申込期限】10月31日（木）

住宅の倒壊から命を守るためのシェルター設
置に対する補助を行います。

【主な対象要件】
・耐震診断で「倒壊する可能性がある」
と判定された住宅
・現在居住している住宅
【補助金】
・シェルター設置工事   最高 100 万円
・耐震ベッド設置工事  最高 40円
＜上乗せ補助＞※諸条件あり
・スマート化（IoT）  最高 30 万円
・リフォーム工事  最高 40 万円
【募集件数】予算の範囲内
【申込期限】11月29日（金）

耐震シェルター・耐震ベッド設置支援事業

※補助事業の活用には要件があります。詳しくは、住宅・
拠点整備課までお問い合わせください。
※事業者との契約や工事等の着手は、補助金の交付決
定後に行う必要があります。必ず事前に申請してください。
※受付期間内であっても、予算の状況等により受付を終
了する場合があります。

木造住替え支援事業

住替えや建替えに伴い木造住宅を取り壊し
たい方に補助を行います。
【対象要件】
・耐震診断で「倒壊する可能性がある」と
判定されたもの
・昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工された
もので現在居住している住宅
【補助金】最高 30 万円
【募集件数】３戸（先着順）
【申込期限】12月27日（金）

支援します！

能登半島地震では、耐震基準を満たさない多くの
木造住宅が倒壊し、死亡の状況の約９割を占めて
います。大きな被害を受けた建物のほとんどは、
昭和 56 年 5月31日以前に着工された旧耐震基準
の木造住宅でした。

地震による被害を小さくす
るために、耐震診断・耐震
改修をして住宅を補強し、
生命を守ることが大切です。

高齢者等住まいの安全確保対策支援パッケージ事業補助金

老朽危険空き家除却支援事業

木造住宅耐震診断支援事業

耐震診断員がご自宅を訪問し、現地調査（２時間程
度）を行います。
【主な対象要件】
・平成 12 年５月31日以前に着工されたもの
・木造で、在来軸組構造、伝統構法および枠組壁工法等
【費用】無料
【募集戸数】20 戸（先着順）
【申込期限】令和７年１月31日（金）

問 申

問 申

問 申

注　意

ブロック塀等撤去促進事業

避難路沿道等に面した危険なブロック塀等
の撤去と軽量フェンスへの建替工事に要す
る費用の一部を補助

【対象となるブロック塀】
避難路沿道等に面し安全性の確認ができ
ない高さ１ｍ以上のブロック塀等
※補助対象の可否を確認するため、事前
にご相談ください。
【対象工事】
〈Ａ〉撤去工事／高さ 40ｃｍ未満となるよ
う撤去する工事
〈Ｂ〉建替工事／撤去した後、その範囲内
で軽量フェンス等へ建替する工事
【補助金】
〈Ａ〉撤去工事／工事費の３分の２（限度
額 66,000 円）
〈Ｂ〉建替工事／工事費の３分の２（限度
額 333,000 円）
※〈Ａ〉と〈Ｂ〉の併用は不可
【募集件数】〈Ａ〉〈Ｂ〉　各 10 件
【申込期限】12月27日（金）
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【減免の対象となる固定資産】
生活困窮によって公的扶助を受
けている方が所有する固定資産

公益のために直接専用する固定資
産（有料で使用するものを除く。）
災害や天候不順により著しく
価格を減じた固定資産

税務課（固定資産税担当）
☎５２－５６０２

納税通知書が届いてから、必要なものをご持参のうえ５月31日（金）
までに税務課または各市民サービスセンター窓口で申請してください。

各種減免申請には、納税義務者の個人番号が必要です

※顔写真なしの証明書の場合は公的機関の発行のものが２種類必要

〈本人（納税義務者）が申請する場合〉❶番号確認書類（通知カード
または個人番号付きの住民票等） ❷本人確認書類（運転免許証等）※
個人番号カード（マイナンバーカード）がある場合は番号確認・本人確認が
1枚で可能です。

〈代理人が申請する場合〉❶委任状❷代理人の本人確認書類※❸納税
義務者の番号確認書類（個人番号カードまたは通知カード（コピー可）、
個人番号付きの住民票等）

問

軽自動車税（種別割）の減免申
請の手続は、毎年必要です。減
免を受けられる方は必ず申請し
てください。
※普通自動車、二輪車も含め減
免を受けられるのは１人１台のみ
です。（構造、公益減免は除く。）

【減免の対象となる車両と障がい
の範囲】右の表のとおり

軽自動車税（種別割）減免の対象となる障がいの範囲

軽自動車税（種別割）減免の対象となる車両

【必要なもの】
①各種障害者手帳
②運転免許証
③自動車検査証

税務課（軽自動車税担当）
☎５２－５６０３

問

「けんしんガイド」

を配布します

健（検）診の日程や
内容等を確認すること
ができます。

20 ～ 70 歳の方へ
「けんしんパスポート」
をお送りします

自分が受診できる健
（検）診を確認すること
ができます。

保険健康課 ☎５２ー５６１１

徳島県広報コンクールにおいて、
藍文化について特集した令和５年
７月号が広報紙部門で、同年６月
号に掲載したちびっこ田んぼラグ
ビーの組写真が広報写真部門で、
それぞれ特選を受賞しました。
受賞した作品は、全国広報コン
クールへ推薦されます。

問

本人運転

介護者運転

障がい者本人 制限なし
車の所有者 用途

障がい者本人または障がい者の同世
帯家族
※家族所有の場合は以下に限る。
・18歳未満の身体障がい者
・療育手帳または精神障害者保健福
　祉手帳の該当者

専ら障がい者のために使用される軽
自動車で、通院通学通所、生業で
使用される場合に限る。

障がい者本人

家族運転

※構造減免、公益減免につきましては、左記連絡先までお問合せください。

障がい区分

視覚障害 １ ２ ３
２ ３
３

３ １ ２特別

特別
特別
特別４’ １ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４
１ ２ ３ ４

特別 １ ２ ３
特別 １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３１ ２

１ ２
３ ４ ５

１ ２
１ ２

３ ５
６

１ ２ ３

１
２
２ ３

１ ３
１ ３
１ ３
１ ３
１ ３
１ ３

４ ５ ６

４ ５ ６ １ ２ ３特別 １ ２ ３

特別 １ ２ ３
特別 １ ２ ３
特別 １ ２ ３
特別 １ ２ ３
特別 １ ２ ３

聴覚障害
平衡機能障害

音声機能障害
※咽頭摘出の場合に限る

上肢不自由
下肢不自由
体幹不自由

乳児期以前の非進
行性脳病変による
運動機能障害

上肢
移動

心臓機能障害
腎臓機能障害
呼吸器機能障害

ぼうこう又は直腸機能障害
小腸機能障害
免疫機能障害
肝臓機能障害

※■内は、障がい者本人の運転に限り減免できます。
※視覚障害４’ は、両眼の視力の和が 0.09 以上 0.12 以下の方。
※重複して障がいをお持ちの方も個々の障がいでの判定となります。

療育手帳
精神障害者保健福祉手帳

障害の程度Ａ
障害等級１級

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳

級別
身体障害者手帳

項症 款症
戦傷病者手帳
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普通徴収（納付書または口座振替による納付）
特別徴収の対象とならない方については、納付書または口座振替による納付となります。前年の所得が確
定した後で、保険料改定を反映して年４回に分けて納めるようになります。

※新たに被保険者となった方や、市町村をまたいで転出・転入した方は、一定期間普通徴収になります。

特別徴収（年金からの天引き）
公的年金の受給額が年額18万円以上の方
が対象です。

後期高齢者数や介護需要の増加が見込まれるため、基準月額を
現行より 300 円引き上げ、6,100 円になります。

令和 6年度と令和 7年度の保険料率は次のとおりです

令和6年～令和８年度の保険料率は次のとおりです

制度の見直しや政令・条例改正により、保険料の上限額も調整しています。

所得状況等に応じて、保険料の軽減措置があります

＋ ＝

被保険者の所得に応じて負担 被保険者が等しく負担
所得割額 均等割額 保険料

基礎控除（43万円）後の総所
得金額等（①）
×所得割率（10.55％※1）
※1 ①が58万円以下の方について、
令和６年度は9.85％

100円未満は切り捨て、
上限額80万円※2

※2　経過措置として、以下の方の令
和６年度の上限額は73万円です。
昭和24年３月31日以前に生まれた方・

・令和７年３月31日以前に障害認定
により被保険者となった方

56,311 円

43万円+（10万円×（年金・給与所得者の数－１））以下
43万円+（29万5,000円×世帯の被保険者数）+（10万円×（年金・給与所得者の数-１））以下
43万円+（54万5,000円×世帯の被保険者数）+（10万円×（年金・給与所得者の数-１））以下

７割
５割
２割

判定基準 軽減割合

軽減判定は、当該年度の４月１日（年度途中に徳島県で被保険者の資格取得した方は資格取得日）時点の世帯状況に
より行います。
軽減判定において世帯の総所得金額等の合計額を計算する際、昭和34年１月１日以前に生まれた方については、年
金所得から15万円を控除します。

「年金・給与所得者」とは、世帯主および世帯の被保険者のうち、次のいずれかに該当する方のことです。
①給与収入額（専従者給与を含まず）が55万円を超える方
②昭和34年１月２日以後に生まれた方で、公的年金収入額が60万円を超える方
③昭和34年１月１日以前に生まれた方で、公的年金収入額が125万円を超える方

表中の　　　　部分は、年金・給与所得者の数が２人以上の場合に計算します。

均等割額の軽減
世帯主と世帯の被保険者全員の総所得金額等を合計した額が次表の軽減判定基準以下の場合、均等割
が軽減されます。

後期高齢者医療制度加入の前日まで被用者保険（国保・国保組合以外の健康保険）の被扶養者であった
方は、所得割額の負担がなく、後期高齢者医療制度の被保険者になってから２年の間、均等割額が５割軽
減されます。ただし、上記の７割軽減に該当する場合は、７割軽減が適用されます。

会社などの健康保険の被扶養者であった方の軽減

対象となる人 月  額所得段階

1,739 円
2,959 円
4,179 円
5,490 円

6,100 円

7,320 円
7,930 円
9,150 円
10,370 円
11,590 円
12,810 円
14,030 円
14,640 円

第1段階
第2段階
第3段階
第4段階
第5段階
（基準）
第6段階
第7段階
第8段階
第9段階
第10段階
第11段階
第12段階
第13段階

世帯に市民税課税者がいるが本人は市民税非課税で、前年の本人の年金収入等が
80万円超の人

生活保護を受けている人、世帯全員が市民税非課税で老齢福祉年金を受給してい
る人もしくは前年の本人の年金収入等が80万円以下の人

世帯全員が市民税非課税で前年の本人の年金収入等が80万円超120万円以下の人

世帯全員が市民税非課税で前年の本人の年金収入等が120万円超の人

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が120万円未満の人

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が120万円以上210万円未満の人

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が210万円以上320万円未満の人

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が320万円以上420万円未満の人

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が420万円以上520万円未満の人

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が520万円以上620万円未満の人

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が620万円以上720万円未満の人

本人が市民税課税で前年の合計所得金額が720万円以上の人

世帯に市民税課税者がいるが本人は市民税非課税で、前年の本人の年金収入等が80万円以下の人

原則、令和5年度2月分の保険
料と同額を納めます。

確定した年間保険料額から
仮徴収分を差し引いた額を
納めます。

特別徴収のイメージ

仮徴収 本徴収
４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
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美馬市内に住所があること❶

❶

❷

❸
❹

❷

❸

収集車（２トントラック）の進入が困難なこと
次のア～ウのいずれかに該当する方
ア 75歳以上で要介護２以上の認定を受けている
イ 身体障害者手帳（１級または２級）の交付を受けている
ウ 療育手帳（A1またはA2）の交付を受けている

道路事情により、ごみ
収集車が進入できない
地域では、高齢者や障
がい者が自宅のごみを
搬出することが難しいケースが増加しています。
このため、次の条件を満たす方からの申請を受け付け、
ごみ出しを支援します。また、ご希望により利用者の
安否を確認します。

飼い犬や飼い猫の避妊・去勢手術費に
対する助成金を交付します
（令和６年度犬及びねこの避妊・去勢手術助成金制度）

ペットを適切に飼うことは飼い主の義務です。個体差
や雌雄の差はありますが、犬や猫は、生まれて１年も
たたないうちに子どもを産むようになり、１回の出産で
3～ 5 頭の子犬や子猫が生まれます。望まない繁殖を
防ぎ、不幸な犬や猫を増やさないためにも積極的に制
度をご活用ください。

次のとおり採用試験を実施します。受験を
希望される場合は、試験案内と受験申込書
を請求し、内容を確認のうえ期限までに手
続きを行ってください。
※試験案内と受験申込書は、西阿老人ホーム組
合（養護老人ホームひかり荘）で配布しているほ
か、美馬市またはつるぎ町のホームページからダ
ウンロードすることができます。郵送により請求す
る場合は、封筒の表に「採用試験受験申込書請求」
と朱書きし、自己のあて先を明記した返信用封筒
（角型２号、120 円分の切手を貼ったもの）を必
ず同封してください。

【助成対象】

美馬市内に住所がある方により飼育されている犬
および猫であること
犬については美馬市で登録済みであり、かつ、令和
６年度の狂犬病予防注射を接種済みであること

手術する病院は原則美馬市内の動物病院であること
申請時点で手術を未実施であること

【助成額】
１頭につき5,000 円
※令和６年度助成件数の上限は170頭（先着順）です。
【申請に必要なもの】
①印鑑　②（犬の場合）鑑札、狂犬病予防注射済票

高齢者等ごみ出し支援事業がスタートします

環境課 ☎52-8020問 申

申請が必要です。まずはご相談ください。

環境課 ☎52-8020問 申

問 申

【試験区分】介護支援員（高等学校卒業程度）

【採用予定人員】２名程度
【受験資格】
平成元年４月２日以降に生まれ、申込時
に介護福祉士の資格を有する者または令
和７年３月 31 日までに当該資格を取得す
る見込みであること
【業務内容】
養護老人ホームひかり荘で、入所者の生
活支援業務にあたっていただきます。

※「卒業程度」とは、試験の程度を示すものであり、
学歴により受験資格を制限するものではありません。

【申込受付期間】
４月15日（月）～５月10日（金）
受付時間：執務日（土日、祝日を除く）の
8：30 ～ 17：15

【一次試験日】６月16日（日）
【一次試験会場】美馬町市民サービスセン
ター３階大会議室
【一次試験内容】職務能力試験・論文試験・
業務適性検査・職務適応性検査・( エント
リーシート) 書類審査

西阿老人ホーム組合（養護老人ホームひか
り荘 ）☎52-1445
〒779-3600 美馬市脇町字国見丸 30 番地２

西阿老人ホーム組合職員募集

資生堂ジャパン株式会社の専門スタッフの進行に合わ
せて、ご自身でお手入れや化粧をして楽しむ講座です。

65 歳以上の美馬市民 30 名が対象で、参加費は無料
です。（講座では、資生堂化粧品を使用します。）
参加を希望される方は下記の申込先へ、4月30日（火）
までに「氏名」「年齢」「住所」「電話番号」をFAX、メール
または電話でお知らせください。
※申込多数の場合は抽選となります。

【日時】5月24日（金）　午後 1時 20 分～午後 3時
【場所】地域共生交流施設　小星ベース
【内容】

デジタル地域通貨MIMACAにチャージしたポ
イントを加盟店で利用すると、決済金額の３％
に相当するポイントが還元されます。還元さ
れたポイントは即時にご利用いただけます。

令和６年４月１日～令和７年３月31日

年間で 9,000ミマポ（決済額 300,000 円相当）
令和７年３月31日

【注意事項】

令和６年度MIMACA３％ポイント
還元事業

資生堂ライフクオリティー ビューティー
セミナー　いきいき美容教室

資生堂化粧療法
いきいき美容教室
化粧のちからで介護予防。
健康寿命をのばして、
いつまでも、元気に、楽しく、美しく！

【ポイント還元期間】

【ポイント上限】

【ポイント利用期限】
【ポイント還元の流れ】
チャージ協力店やセブン銀行 ATM で
MIMACA にポイントをチャージをする

①

② チャージしたポイントを加盟店で利用す
ると、その３％分がポイント還元される
例 : Ａ商店（加盟店）で 10,000 ミマポ
（チャージ分）を利用した場合、300
ミマポをポイント還元
次回以降の MIMACA 利用時に還元され
たポイントを使うことができる

③

行政ポイントや「令和４年度 MIMACA
３%プレミアムチャージ」分のポイントを
利用した場合はポイント還元されません。
また、還元されたポイントを利用しても再
びポイント還元されることはありません。

行政ポイントは有効期限が短いため、
ポイントの残高と有効期限を定期的に
確認してください。

その他のポイント事業に関する情報は、
広報みまやホームページ等で随時お知ら
せいたします。

問 企業応援課 ☎52-1263

「人生 100 年時代」を美しく健
康に過ごすまちづくりの一環と
して、「美」を通じた高齢者の
外出等促進事業に取り組んでき
ました。
今回は、資生堂ジャパン株式会
社が提供する「いきいき美容教
室」で「美」を体験し、日々の
生活に取り入れてみませんか？
ご参加をお待ちしています！

一緒に「美」を楽しみましょう

軽い
ストレッチ

STEP 1

リラックスから
気持ちの集中

スキンケア
STEP 2 STEP 3

だんだん活性化
（見る、聞く、覚える、動かす、褒め合う、一緒に喜ぶ）

肌を清潔にする、
唾液腺を刺激するスキンケア、

日中用スキンケア

メイクアップ
ファンデーション、
眉ずみ、口紅、
ほお紅

STEP 4

効果の波及
（見る）

仕上げ
ヘアを整え
笑顔で終了

美と健康のまち推進課 ☎52-5730
FAX52-5731        biken@mima.i-tokushima.jp

問 申
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地域レポート地域レポート

うだつの町並み内にある「ウダツ
インキュベーションセンター（旧
向井邸）」２階に、「合同会社Ｅ
ＬＣＡＲＩＭ（エルカリム）」のサ
テライトオフィスがオープンし、市

役所でサテライトオフィス認定証交
付式を行いました。
同社は東京のデザイン業・ファッ
ションブランド展開をしている企業
で、会社の取り組みを促進する上
で、世界中の個性的な起業家や
アーティスト、クリエーター等と地
元住民が交流し、新たな日本のカ
ルチャーを生み出し、世界に向け
て発信する場、地域経済の活性化
と共にクリエイティブなエネルギー
を育む環境に本市がマッチしてい
るとして、開設を決められました。
今回で、美馬市のサテライトオフィ
スの新設は13社目です。

【主な経歴】
助教諭時代を経て、昭和32年勝浦郡上勝町旭小学校に新任教諭として
赴任して以来、主に中等教育に携わる。重清中学校、郡里中学校、美
馬中学校、岩倉中学校、徳島市富田中学校教頭、美馬中学校教頭、
徳島県教育委員会体育保健課指導主事等を経て、平成８年美馬中学校
校長を最後に退職。退職後は美馬町教育委員、教育委員長、教育長を
歴任し、合併後も美馬市教育長を務めた。
【喜びの声】
この度、叙勲の栄に浴し、身に余る光栄に感激しております。この度の受
章は、常に私の健康に気を配ってくれた妻の助力や、近隣の方々、勤務
先の児童・生徒や職場の先輩・同僚の方々の温かいご指導・ご支援の賜
物と心から感謝いたしております。大変ありがとうございました。

眞鍋 修さん（昭和10年 12月８日生、中宗重中）
が、瑞宝双光章を受章されました。おめでとう
ございます。

高齢者叙勲

令和６年３月に次の方が100歳を迎え、
県と市から祝い状等が贈られました。
おめでとうございます。

國見 タカコさん
（大正13年 3月31日生まれ、八幡（美馬））

春の陽ざしを感じる中、市役所
周辺の約 3.7 ㎞の道のりを、脳ト
レや速歩をしながらウォーキング
しました。ウォーキング終了後に
は、そば米雑炊の提供やビンゴ
大会も開催するなど、レクリエー
ションも楽しみながら「美と健康」
を考える１日となりました。
引き続き健康無関心層の方々で
も気軽に運動に取り組める機会を
創出していきます。

文部科学省では、キャリア教育
の充実発展に尽力し、顕著な功
績が認められた教育委員会、学
校および PTA団体等を表彰して
います。
この度、木屋平中学校が地域の
特性を生かした多様な取組によ
り、未来の担い手となる子どもの
育成を続けていることが評価され
ました。

100 歳おめでとうございます

ウォーキングイベント
MIMA WALKING DAY 2024

サテライトオフィス認定証交
付式

木屋平中学校が第16回
キャリア教育優良校として
文部科学大臣表彰を受賞

くらし・人権課 ☎５２－８００９

未来創造アカデミー受講者が新規事業を提案！
市が実施している「美馬市未来創造アカデミー」で、４組７名のアカ
デミー受講生が市の地域課題を解決するための新規事業を提案し、成
果報告を発表しました。発表内容には、運動するきっかけをつくるため
の仕組みを構築し健康増進を図るものや「美」をテーマとした高齢者
の生きがいづくりについての提案がありました。
未来創造アカデミーでは、令和５年度に講座を全10回、実践を全５回
開催しました。「マーケティングに興味がある」、「魅力発見や課題解決
のための知識を得たい」という理由で、主に脇町高校生や社会人の方
計 31名参加しました。

徳島県美容業生活衛生同
業組合美馬支部に消費者
協力団体を委嘱

健幸アンバサダー養成講
座を開催

「自転車ヘルメット着用推
進モデルのまち美馬市」
を宣言
徳島県警察本部より「自転車ヘ
ルメット着用推進モデル市」の
指定を受け、「自転車ヘルメット
着用推進モデルのまち美馬市」
を宣言しました。
今年度は、自転車用ヘルメット
の購入費用の一部をデジタル地
域通貨 MIMACA へポイント付与
する事業を、中学生を除く全世
代を対象に実施し
ます。詳しくは市
のホームページを
ご覧ください。

消費生活協力団体として委嘱さ
せていただいた「徳島県美容
業生活衛生同業組合美馬支部」
には、美馬市の美容店が46店
加盟されています。
美容店の事業活動のなかで、
対面や店舗内掲示等による消費
者への注意喚起、警察署や消
費生活センターへの相談誘導に
協力していただくことで、消費
者トラブルの未然防止・被害の
拡大防止を図ります。

地域共生交流施設小星ベースで健
幸アンバサダー養成講座を開催し、
13名の市民が参加しました。この
取組は、スマートウエルネスコミュ
ニティ（SWC）協議会が行う、健
康に関する正しい知識を家族や友
人等の身近な人に口コミで伝える
「伝道師」を養成するものです。
当日は最新の健康情報に関する講
義をはじめ、心理学・認知学に基
づいた心に届く情報伝達法を学び
ました。参加者からは「改めて自
分の健康に目を向けて、周りの人
にも発信していきたい」との感想
がありました。市では、健康に関
する情報を地域に伝える人材とし
て、引き続きアンバサダーの養成
に取り組みます。

問

にし阿波・糖尿病サポーターは、
介護の現場において対象者への
声がけ等を通じ、糖尿病療養の
サポートを行う方々です。１月19
日に養成講座を行い、美馬保健
所管内で新たに５名のサポー
ターが誕生しました。
にし阿波・糖尿病サポーターの
詳細は、美馬保健所のホーム
ページをご覧ください。

▶サポーター登録期間
　令和７年３月31日まで
美馬保健所（健康増進担当）
☎５２－１０１６

にし阿波・糖尿病サポー
ター養成講座

問

３/３３/１ ３/１

３/17

３/９ ３/１
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個人の部（小学生）

令和５年度児童生徒健全育成表彰
 

令和５年度徳島県藍青賞

篠原 丈侍さん（脇町小・１年）
第91回全国書画展覧会書の部 広島県知事賞 受賞

橋本 佳彦さん（脇町小・３年）
令和４年度国土と交通に関する図画コンクール 優秀賞 受賞

近藤 紬さん　（岩倉小・２年）
第91回全国書画展覧会書の部 熊野町長賞 受賞

坂本 梓さん　（江原中・３年）
第40回全国児童生徒俳句大会　朗人賞 受賞

令和５年（2023年）度の主な取組

美馬市人権教育推進協議会
  （地域学習推進課）☎５２ー８０１１

美馬市人権教育推進協議会
活動報告

問

地域レポート

教育・文化・スポーツなどの分野
で、他の模範となる活躍をした個
人や団体を表彰する「児童生徒健
全育成表彰」（市教育委員会主催）
が行われ、美馬市内の小・中学生の
うち作文や絵画、陸上競技などで
優秀な成績をおさめた32名に賞状
と記念品が贈られました。受賞者
は次の皆さんです。（順不同）
※学校名、学年は受賞時のもの
です。

○江原南小学校
　横田 涼平さん  （2年・水泳）
　藤森    あかりさん（3年・表現活動）
　井上 美月さん  （4年・書道）
　井上 記羽さん  （6年・少林寺拳法）
　瀬尾 侑大さん  （6年・書道）
◯脇町小学校
　篠原 丈侍さん  （1年・書道）
　小角 俊人さん  （3年・表現活動）
　友野 涼風さん  （3年・絵画）　
　橋本 佳彦さん  （3年・絵画）
　木村 遥さん      （4年・表現活動）
　篠原 銀成さん  （5年・書道）
　正木 優輝さん  （6年・科学）
◯岩倉小学校
　近藤 紬さん     （2年・書道）
◯美馬小学校
　尾方 謡助さん  （5年・短歌）
　大舘 南心さん  （6年・水泳）
　片岡 羽雲さん  （6年・表現活動）
◯穴吹小学校
　小泉 旺覇さん  （4年・柔道）

◯江原中学校
　美馬 大輝さん  （2年・書道）
　吉岡 奨太さん  （2年・社会）
　吉岡 遼太さん  （2年・社会）
　井口 雅妃さん  （3年・書道）
　國安 瑛太さん  （3年・陸上競技）
　坂本 梓さん      （3年・俳句）
◯脇町中学校
　大塩 蒼舗さん  （3年・書道）
　伊藤 志乃さん  （3年・標語）
◯岩倉中学校
　金川 泰久さん  （3年・陸上競技）
　西村     美羽菜さん（3年・陸上競技）
◯三島中学校
　大塚    しずくさん（3年・作文）
◯穴吹中学校
　山本 光希さん  （1年・陸上競技）
　東 優花さん      （2年・陸上競技）
　住友 晴翔さん  （2年・陸上競技）
　松岡 来基さん  （3年・陸上競技）

個人の部（中学生）　

教育・文化・スポーツなどの分野で特に顕著な業績をおさめた個人や
団体を表彰する「徳島県藍青賞」を次の皆さんが受賞されました。（順不同）
※学校名、学年は受賞時のものです。

美馬市人権教育推進協議会は、部落
差別をはじめあらゆる人権課題解消
のため活動を行っています。

人権講演会
菊地幸夫さんを講師にお招きし講演
会を開催しました。

啓発グッズ作成
講演会や研修などの際配布する啓発
グッズを作成しました。

現地研修
香川県高松市の大島青松園で、ハン
セン病に関する差別について学習し
ました。

今年度もさまざまな取組を予定して
いますので、市民の皆さんの積極的
な参加をお待ちしています。

お誕生日おめでと♡これからも
スクスク元気に育ってね！大好き

山本 珀来玖ちゃん
やま  もと　   は    る     く

脇町

4/19

1歳お誕生日おめでとう！ねえねと
にいにと仲良く大きくなってね

藤川 むぎちゃん
ふじ  かわ

脇町

4/6

お誕生日おめでとう！これからも
いっぱい楽しい思い出作ろうね♡

後藤 颯介ちゃん
ご    とう　 そう  すけ

脇町

4/26

お誕生日おめでとう！椿の笑顔は
世界一！笑顔をふりまいてね！

西岡 椿ちゃん
にし  おか　つばき

脇町

4/26

問い合わせ先

締め切り日

申し込み方法

4月 19日（金）必着です。

応募フォーム・郵送・Eメール等で下記の必要事項を記入し写真を添えてお申し込みください。※持込可

□赤ちゃんの写真  □氏名（ふりがな）□生年月日  □住所  □保護者の氏名  □電話番号

□30字以内のコメント

デジタルトランスフォーメーション推進課 d52-1717

〒777-8577　美馬市穴吹町穴吹字九反地5

　 dxsuishin@mima.i-tokushima.jp

このコーナーでは市内に在住する、発行月に満1歳の誕生日を迎える赤ちゃんの写真を掲載します。

令和5年5月生まれの赤ちゃん大募集！

応募フォーム

大島青松園の納骨堂前で黙とう
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人権啓発地域交流事業の各種講座

三島会館
（穴吹町三島字舞中島 1524 番地）

☎５３－６１２４

拝原教育集会所
（脇町字拝原 1498 番地 1）

岩倉教育集会所
（脇町別所 3512 番地 1）

猪尻公民館
（脇町大字猪尻字東分 111 番地 1）

穴吹公民館
<穴吹農村環境改善
センターで実施 >
※場所は変更する場合が

あります。

脇町教育集会所
<地域交流センター
ミライズで実施 >

美馬文化会館
（美馬町字養泉 11 番地）

☎６３－４６４６

お花教室★

3B 体操教室

パッチワーク教室★

ハワイアンフラ教室

太極拳教室

囲碁教室　

フォークダンス会

お花教室★

書　道
民　舞
墨　絵
書　道
生　花
料　理
音　楽
書　道
大正琴
民　舞
大正琴
民　舞

詩吟（火曜）
詩吟（木曜）
脇町太極拳教室
俳句ひまわり教室
古文書勉強会
能楽教室
書道・ペン字
囲碁教室
囲碁研修会
囲碁同好会

フラワーアレンジメント
美退教囲碁クラブ
着付け教室
籐工芸教室
パソコン教室
オカリナ教室

13:30 ～ 15:30
13:30 ～ 15:30
10:00 ～ 12:00
19:00 ～ 21:00
18:00 ～ 20:00
  9:00 ～ 13:00
14:00 ～ 16:00
19:00 ～ 21:00
13:00 ～ 15:00
13:30 ～ 15:30
  9:00 ～ 12:00
10:00 ～ 16:00
14:00 ～ 16:00
10:00 ～ 12:30
  6:30 ～    8:00
14:00 ～ 16:00

不規則（2時間程度）
15:00 ～ 19:00
  9:00 ～ 11:00
18:30 ～ 22:00
13:00 ～ 17:00
13:00 ～ 17:00
不規則

  9:00 ～ 17:00
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
10:00 ～ 15:00
13:00 ～ 15:30

毎月第１・３土曜日
毎月第１・３木曜日
毎月第１・３火曜日
毎月第２・４水曜日
毎月第２・４金曜日
毎月第３水曜日
毎月第２・４月曜日
毎月第１・３水曜日
毎月第１・３日曜日
毎月第２・４水曜日
毎週水曜
毎週月・金曜日
毎週火曜日
毎週木曜日
毎週火・金曜日
第４土曜日
第２土曜日
第２・４土曜日
毎週月曜日
毎週金曜日
毎週水曜日
毎週火曜日
毎週木曜日
第３木曜日
第１・３月曜日
第１・３月曜日
第２・４土曜日
第１・３土曜日

★印がついている教室は材料代が必要です。

13:30 ～ 15:00

19:30 ～ 21:00

13:30 ～ 15:30

13:30 ～ 15:00

19:00 ～ 21:00

13:00 ～ 17:00

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

年８回程度（不定期）

毎週土曜日

毎月第１・３木曜日

毎月第２・４月曜日

毎週水曜日

毎週月曜日

毎週木曜日

年４～５回（不定期）

会館だより等で案内

会館だより等で案内

開催場所と申込先

開催場所

教室名

教室名

日　程

日　程

教育集会所、公民館講座
・教育集会所で行われる講座を受講される場合、年会費 4,000 円が必要です。
　また、受講生には人権研修を受けていただきます。
・お問い合わせ、お申し込みは地域学習推進課☎５２－８０１１までお願いします。

美馬市文化協会では、令和６
年度の新規会員募集を行うほ
か、すでに加入していただいて
いる団体やグループ等について
も、改めて会員登録をお願いし
ています。４月19日までに「入
会申込書」に必要事項をご記
入の上、会費を添えてお申し込
みください。 なお、申込期限以
降も、事務局で随時受付します。

美馬市内で文化活動を行って
いる団体および個人

１団体につき1,000 円と

会員１人につき100円

美馬市文化協会事務局
（地域学習推進課）

パソコンの電源の入れ方から
基本的な操作方法を習得し、
文書作成や表計算などが学べ
ます。４月 17 日から 26 日ま
での間にお申し込みください。
（土日祝日を除く9:00-17:00）

美馬文化会館 ☎６３－４６４６

 ☎５２－８０１１ FAX:５３－８８９０

※美馬市在住の満 18 歳以上
の方（学生を除く）が対象です。
※定員 : 各編５名

※【復習編】は過去に【入門編】を
受講された方が対象で、パソコンの
基本的な操作のふり返りを行います。

【入門編】（全 20 回）
５月10日から毎週金曜日
時間：14:30 ～ 16:30
【復習編】（全 20 回）
５月８日から毎週水曜日
時間：14:30 ～ 16:00

６月上旬～ 11月中旬（全 25 回）
水曜日13:30～15:00
※曜日は変更になる場合があります。

美馬市合同会館 201 会議室

※テキスト（DVD 付）代として
3,300 円が必要です。

美馬市社会福祉協議会
☎５３－７４３２

シニアを対象としたスマホ学習
会を開催します。インターネッ
ト、カメラやビデオ、SNS、ス
マホ決済、便利アプリの活用
について学ぶことができます。
※西部 ICT ネット非会員の方
は事前にお問い合わせをお願
いします。

毎月第２土曜日 13:00 ～ 15:00

穴吹農村環境改善センター会議室

美馬文化会館（美馬町字養泉）

西部 ICTネット スマホ学習会
【応用編】

手話奉仕員養成講座【基礎編】

消防団は市町村の非常備の消防
機関であり、その構成員である消
防団員は他の本業を持ちながら、
権限と責任を有する非常勤特別職
の地方公務員として、「自らの地
域は自ら守る」という精神に基づ
き、消防防災活動を行っています。

18歳以上の心身ともに健康な方
消防団の区域内に居住・勤務
している方

美馬市消防本部総務課 ☎５２－３０６１

西部 ICT ネット事務局
☎０９０－１１７４－９５７７
      wakiudatsu@gmail.com

消防団員になりませんか？消防団員募集中
徳島県聴覚障害者福祉協会のカ
リキュラムによる手話奉仕員養
成講座です。美馬市在住で手話
奉仕員として活動でき、全日程
受講できる方が対象です。５月
20日までにお申し込みください。

初級パソコン教室

「美馬市文化協会」会員募集と
再登録

日　程

日　程

対　象

会　費

時　期
入団資格

場　所

場　所

場　所

申

申

問

問

申

詳しくは市の
ホームページを
ご覧ください→

※場所は変更する場合があります。
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【
口
座
振
替
の
場
合
】

▼
振
替
日　
４
月
16
日
（火）

　
※
再
振
替
日　
５
月
７
日
（火）

【
納
付
書
払
い
の
場
合
】

▼
納
期
限　
４
月
30
日
（火）

　
経
営
管
理
課　
☎
52
―
２
５
１
１

【
口
座
振
替
の
場
合
】

▼
振
替
日　
４
月
22
日
（月）

　
※
再
振
替
日　
５
月
10
日
（金）

【
納
付
書
払
い
の
場
合
】

▼
納
期
限　
４
月
30
日
（火）

　
経
営
管
理
課　
☎
52
―
２
５
１
１

　

令
和
５
年
１
月
か
ら
令
和
５
年

12
月
ま
で
に
締
結（
公
告
）さ
れ
た

賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
水
準
を

左
表
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。農
地

法
お
よ
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
に
よ
り
賃
借
さ
れ
た
実
勢
の

賃
借
料
で
す
。賃
借
料
を
決
定
す
る

際
の
判
断
材
料
と
し
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
の「
賃
借
料
情
報
」は
、

実
勢
の
集
計
値
で
あ
り
拘
束
力
は

な
く
賃
借
料
決
定
の
参
考
と
し
て

提
供
す
る
も
の
で
す
。実
際
の
契
約

の
際
に
は
貸
し
手
と
借
り
手
の
両

者
で
よ
く
協
議
し
た
上
で
締
結
し

て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、賃
借
料
情

報
に
は
、無
償
に
よ
る
使
用
貸
借

（
89
件
、２
５
８
筆
）は
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
52
―
８
０
３
０

お
知
ら
せ

問 問 

問 

※おはなし会、将棋サロン、出張図書館などの日程は、市民カレンダーをご確認ください。※【参加費】の記載がない
イベントは無料です。※図書館内の展示物は、図書館開館時間内のみ観覧いただけます。

図書館だより 開館時間　９:00～19:00
休館日　火曜日・毎月第 3木曜日

美馬市立図書館 ☎53-9666
図書館の最新情報は
SNS をチェック！

市民ギャラリー展
「Bricolage（ブリコラージュ）みんなの “てしごと” ギャラリー」出展者募集！
【募集期限】４月21日（日）
【定員】大人の部・子どもの部 各先着５組程度

（美馬市内に在住・在勤・在学されている方）
※申込要。詳しくは図書館まで。（展示期間：５月１日～５月26日）

こどもの読書週間イベント
「春のわくわくシールラリー 海の生きもの図鑑をつくろう！」
【期間】４月20日（土）～５月12日（日）
【対象】幼児・小学生

楽しく学ぶ！ＭＹ定期講座「人生 100 年時代！くらしに役立つ睡眠と健康の知恵袋」
【日時】４月 20 日（土）午前 10 時 30 分～正午
【場所】図書館 おはなしのハコ【対象】一般
【定員】先着 10 名程度 ※事前申込要
【講師】明治安田生命保険相互会社 徳島支社

チーフ・コンシェルジュ 新田 さおり氏
【協力】明治安田生命保険相互会社

絵本であそぼ！０・１・２　赤ちゃんのためのおはなし会～はる～
【日時】４月28日（日）午前10時30分～午前11時

図書館 おはなしのハコ【場所】

先着５組程度 ※事前申込要（4/13 ～）【定員】
０歳から２歳までの乳幼児とその保護者【対象】

徳島県立文書館より講師をお招きし、初心者向け
古文書解読講座を行います。

みんなで古文書解読～入門編～

図書館 おはなしのハコ【場所】
５月18日（土）午後２時～午後３時30分【日時】

徳島県立文書館 職員【講師】 中学生以上【対象】
先着15名程度 ※事前申込要（5/4～）【定員】

美馬市立図書館は５月12日で移転オープン６周年を迎えま
す。今年も５月を記念月間とし、クイズラリーやワークショッ
プなど、子どもから大人まで楽しめるイベントを開催します。
詳細は館内ポスターや図書館サイト（ミライズホームページ
内）でお知らせします。５月12日からは、貸出利用者を対象
に記念品のプレゼントがあります。（※なくなり次第終了）

「としょかんまつり 2024」開催のお知らせ

第十二世名人・小野五平を輩出した将棋ゆかりの
地で腕を競ってみませんか。

美馬市立図書館 こども将棋大会

ミライズ２階 和のハコ大【場所】

５月19日（日）
クラスＡ（幼児～小学４年生）午前10時～正午
クラスＢ（小学５年生～中学３年生）午後１時～午後３時

【日時】

幼児～中学生【対象】
各クラス先着12名 ※事前申込要（4/13～）【定員】

クリーニングデイ「保冷剤でオリジナル消臭芳香剤を作ろう！」

各回先着 30 名 ※事前申込不要【定員】
図書館 おはなしのハコ【場所】

美馬地区消費生活センター【協力】

幼児～一般（※幼児は保護者同伴）【対象】

【日時】５月３日（金・祝）
①午前10時30分～正午  ②午後２時～午後３時30分

フィンランド発のアップサイクル・カルチャー・イベント「クリーニングデイ」。
保冷剤と空き瓶の廃品を使って、消臭芳香剤の工作イベントを実施します。

※直接会場へお越しください。受付順にご案内します。

ミライズ☆クイズラリー
５月11日（土）・12日（日）
※プレゼントがなくなり次第終了

【日にち】

図書館 おはなしのハコ前【受付場所】
【対象】幼児～一般（※幼児は保護者同伴）

本がもっと好きになる！「読書のアニマシオン」
５月11日（土）午後２時～午後２時45分【日時】
図書館 おはなしのハコ【場所】
幼児～小学生（※幼児は保護者同伴）【対象】
先着15名（保護者を含む）※事前申込要（4/27～）【定員】

ギター教室
【日時】５月12日（日）

＜初心者コース＞①午後１時30分～午後３時
＜リズムコース＞②午後３時30分～午後５時
図書館 おはなしのハコ【場所】
三上 浩司 さん（美馬音楽教室）【講師】

各回先着 10 名 ※事前申込要（4/27 ～）【定員】
小学生～一般【対象】

※ギターをお持ちの方は持参ください。貸しギターもあります。（数に限りあり）

【日時】４月27日（土）午前10時 30分～正午（予定）
【集合場所】うだつアリーナ駐車場（脇町新町）
【案内人】松永 住美さん（美馬市文化財保護審議会会長）

【定員】先着20名程度 ※事前申込要（4/13～）
【対象】小学校高学年～一般（往復約４キロのウォーキングに参加できる方）

みま歴史散歩「岩倉城跡と周辺史跡を巡る」

春のとしょかんえいがかい

①午前10時～ ②午後１時30分～【時間】
【場所】図書館 おはなしのハコ【対象】幼児～一般（※幼児は保護者同伴）
【定員】各回先着 15 名（保護者を含む）※事前申込要（4/20 ～）

５月６日（月・祝）【日にち】
①「おさるのジョージ」（87分）  ②「君の膵臓をたべたい」（劇場アニメ）（108分）

水
道
料
金
の
口
座
振
替
日
と

納
期
限（
２
・
３
月
分
）

下
水
道
使
用
料
の
口
座
振
替
日
と

納
期
限（
２
・
３
月
分
）

農
地
の
賃
借
料
情
報

【田（水稲）の部】（10アール当たり）

【畑（普通畑）の部】（10アール当たり）

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

9,611円 17,400円 4,300円 55

7,791円 14,000円 3,000円 86

9,129円 11,600円 3,000円 14

8,557円

美馬町

脇　町

穴吹町

（参考）美馬市平均

美馬市全域 6,370円 11,600円 2,800円 46
締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

155
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い
ざ
と
い
う
時
に
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）が
き
ち
ん
と
使

え
る
よ
う
に
日
ご
ろ
か
ら
点
検
し

ま
し
ょ
う
！

　

バ
ッ
テ
リ
ー
や
部
品
は
、正
常
に

働
く
期
間
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。設

置
し
て
か
ら
年
月
が
経
過
し
て
い
る

場
合
に
は
、使
用
期
限
が
切
れ
て
い

な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。日
頃
の

点
検
が
、大
事
な
命
を
救
い
ま
す
。

　

美
馬
市
消
防
本
部
救
急
救
助
課

　
☎
52
―
３
０
６
１

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
各
製
造
販
売

業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
令
和
７
年

３
月
ま
で
に
本
市
で
新
し
く
創
業

ま
た
は
第
二
創
業
す
る
方
を
対
象

に
し
た
創
業
等
促
進
事
業
補
助
金

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
補
助
金
事
業
で
は
、本
市
の

地
域
資
源
や
地
域
の
強
み
を
活
か

し
、新
た
な
需
要
や
雇
用
の
創
出
等

を
促
し
本
市
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
と
と
も
に
、少
子
高
齢
化
等
本
市

の
地
域
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
よ

う
な
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

▼
交
付
申
請
書
提
出
期
間

　

令
和
７
年
１
月
６
日
（月）
〜
31
日
（金）

※
令
和
７
年
２
月
中
に
予
定
し

て
い
る
プ
レ
ゼ
ン
審
査
の
結
果
で

補
助
金
の
交
付
を
決
定
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る「
令
和
６
年
度

美
馬
市
創
業
等
促
進
事
業
補
助

金
募
集
要
項
」を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

企
業
応
援
課

　
☎
52
―
１
２
６
３

k
igyououen@m

im
a
.

i-tokush
im
a
.jp

　

令
和
６
年
度
か
ら
５
年
間
、市
内

の
耕
作
放
棄
地
の
再
生
お
よ
び
保

全
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、商
品

作
物
ま
た
は
景
観
形
成
作
物
の
栽

培
を
５
年
以
上
継
続
し
て
行
う
団

体
に
対
し
、草
木
の
除
去
・
耕
う
ん・

維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
を
補
助

し
ま
す
。ま
た
、日
本
型
直
接
支
払

制
度
や
経
営
安
定
所
得
対
策
事
業

へ
の
移
行
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
耕
作
放
棄
地

所
有
者
が
高
齢
等
の
理
由
に
よ

り
、お
お
む
ね
３
年
以
上
耕
作
さ

れ
ず
、草
木
を
除
去
し
な
け
れ
ば

栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
農

地
▼
応
募
期
限　
５
月
31
日
（金）

　

農
林
課　
☎
52
―
５
６
０
９

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の
影
響
を

受
け
る
自
治
会
の
負
担
緩
和
と
省

エ
ネ
の
取
組
支
援
を
目
的
と
し
て
、

自
治
会
集
会
所
の
老
朽
化
し
た
エ
ア

コ
ン
の
新
設
・
更
新
に
要
す
る
費
用

の
一
部（
対
応
畳
数
に
応
じ
て
８
万

円
〜
19
万
円
）を
補
助
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、く
ら
し
・
人
権
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
エ
ア
コ
ン
は
経
済
産

業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
省
エ
ネ
型
製
品
情
報
サ
イ

ト
」で
確
認
で
き
ま
す
。

▼
補
助
対
象
経
費

・冷
暖
房
空
調
設
備
の
購
入
に
係
る
経
費

・冷
暖
房
空
調
設
備
の
取
付
工
事
に
係
る
経
費

・
既
設
の
冷
暖
房
空
調
設
備
の
取

　
り
外
し
工
事
に
係
る
経
費

・
既
設
の
冷
暖
房
空
調
設
備
の
廃 

棄
処
分
に
係
る
経
費

・そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
経
費

　

く
ら
し・
人
権
課

　
☎
52
―
８
０
０
９

▼
日
時　
４
月
23
日
（火）　

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
場
所

　

美
馬
市
役
所
北
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

　

徳
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０
―
６
８
８
―
９
９
４

　

令
和
６
年
５
月
か
ら
本
年
度
１

回
目
の
美
馬
市
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
に
係
る
変
更
申
出（
除
外
お

よ
び
編
入
）の
受
付
を
開
始
し
ま

す
。農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農
地

以
外
の
目
的
で
利
用
す
る
場
合
は
、

農
業
委
員
会
へ
農
地
転
用
の
申
請

を
行
う
前
に
、農
用
地
区
域
か
ら
除

外
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

農
地
以
外
の
目
的
で
利
用
す
る

例
と
し
て
は
、住
宅
、資
材
置
場
、駐

車
場
、倉
庫
、太
陽
光
発
電
施
設
、

植
林（
山
林
へ
の
転
用
）な
ど
が
あ
り

ま
す
。こ
の
よ
う
に
、農
用
地
区
域

内
の
農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
で

利
用
さ
れ
る
方
は
、農
林
課
へ
除
外

申
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、農

用
地
区
域
へ
の
編
入
を
希
望
さ
れ
る

方
も
同
様
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

（
※
農
地
転
用
許
可
の
見
込
み
が
な

い
場
合
は
農
用
地
区
域
か
ら
の
除

外
が
で
き
ま
せ
ん
。）

　

除
外
の
申
出
を
す
る
際
は
、事
前

に
農
業
委
員
会
事
務
局
で
農
地
転

用
許
可
の
見
込
み
が
あ
る
こ
と
を

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
例
：
第
１

種
農
地
で
太
陽
光
発
電
施
設
設
置

目
的
の
永
久
転
用
は
で
き
ま
せ

ん
。）

▼
受
付
期
間

　
５
月
１
日
（水）
〜
５
月
31
日
（金）

▼
申
出
書
類

農
林
課
窓
口
に
備
え
付
け
て
い

る
ほ
か
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

※
必
ず
最
新
様
式
の
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
そ
の
他
添

付
書
類
必
要
）

　

農
林
課　
☎
52
―
５
６
０
９

◆
免
除・納
付
猶
予
申
請
が
可
能

　
収
入
の
減
少
や
失
業
等
に
よ
り
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、ご
本
人
か
ら
の
申
請
に
よ
っ
て
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。退
職（
失

業
等
）に
よ
り
納
付
が
困
難
な
方
は

特
例
免
除
申
請
が
可
能
で
す
。

◆
前
納
が
可
能

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、一
定
期
間

の
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い（
前

納
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
と

め
て
前
払
い
す
る
と
割
引
が
適
用

さ
れ
る
の
で
お
ト
ク
で
す
。

　

阿
波
半
田
年
金
事
務
所

　
☎
62
―
５
３
５
０

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
お
よ
び

編
入
申
出
の
受
付
に
つ
い
て

日
ご
ろ
か
ら
A
E
D
を

点
検
し
ま
し
ょ
う
！

令
和
６
年
度
美
馬
市
創
業
等

促
進
事
業
補
助
金

耕
作
放
棄
地
再
生
保
全
モ
デ
ル

事
業
の
二
次
募
集
の
ご
案
内

集
会
所
の
省
エ
ネ
型
エ
ア
コ
ン
設
置
の

補
助
制
度
の
ご
案
内

（
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
事
業
）

情報ボックス

献
血
の
ご
協
力
の
お
願
い

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

詳しくはこちら

詳しくはこちら

詳しくはこちら

詳しくはこちら

問 

問 

問 

問 

問 

問 

問 ②
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
よ
り
快
適
な

　
環
境
で
活
動
す
る
集
会
所
利
用
者

①
集
会
所
に
新
た
に
設
置
し
た

　
省
エ
ネ
型
エ
ア
コ
ン
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情報ボックス

　
一
般
社
団
法
人
そ
ら
の
郷
で
は
、

徳
島
県
と
二
市
二
町
の
サ
ポ
ー
ト

に
よ
り『
体
験
型
教
育
旅
行
』を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、空
き
部
屋
を
貸
し

出
す
民
泊
と
は
異
な
り
、徳
島
県
の

指
針
を
基
に
、一
般
家
庭
で
の
家
業

体
験
を
通
じ
て
心
と
心
の
交
流
を

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。子
ど
も
た

ち
は
自
然
と
文
化
に
触
れ
、農
山
村

の
暮
ら
し
と
心
、人
と
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学

び
ま
す
。ま
た
、受
入
れ
家
庭
や
地

域
は
、子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も

ら
い
、活
力
が
生
ま
れ
ま
す
。現
代

の
日
本
人
が
忘
れ
か
け
て
い
る
心
豊

か
な
暮
ら
し
が
あ
る
こ
の
地
域
で
、

よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
受
入

れ
る
た
め
に
、受
入
れ
家
庭
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

受
入
れ
に
興
味
が
あ
る
、や
っ
て

み
た
い
、と
い
う
方
は
ぜ
ひ
今
回
の

説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
体
験
型
教
育
旅
行
と
は
…
都
市

部
の
中
学
・
高
校
生
が
地
方
で
の
生

活
体
験
や
交
流
等
を
行
う
修
学
旅

行
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

▼
日
程
と
場
所

❶
４
月
21
日
（日）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

徳
島
県
立
西
部
防
災
館

（
美
馬
町
中
鳥
）

❷
４
月
22
日
（月）

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

大
歩
危
祖
谷
阿
波
温
泉
あ
わ
の
抄

（
三
好
市
池
田
町
白
地
本
名
）

▼
講
師

　

㈱
体
験
教
育
企
画

　

代
表
取
締
役　

藤
澤 

安
良 

氏

　
（
一
社
）そ
ら
の
郷

　
☎
０
８
８
３
―
76
―
０
７
１
３

　

観
光
交
流
課

　
☎
52
―
５
６
１
０

　

水
道
部
で
は
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
応
募
資
格

検
針
作
業
を
適
正
に
行
う
こ
と

が
で
き
、体
が
健
康
な
方

▼
仕
事
内
容

ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル（
携
帯
用
端

末
）を
使
用
し
水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
参
加
費
用

基
本
無
料
で
す
が
、パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
５
０
０
円
、藍
染
め
体
験

５
０
０
円
、お
茶
会
１
０
０
円
必

要
で
す
。

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

美
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

☎
53
―
７
４
３
２

○
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

美
馬
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

☎
０
９
０
―
４
５
０
７
―
０
１
０
６

○
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

春
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局 

宮
田

☎
０
９
０
―
８
６
９
８
―
３
５
５
０

　

徳
島
に
息
づ
く
ジ
ャ
ズ
。45
年
の

歴
史
を
持
つ
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド「
ザ
・サ

ニ
ー
サ
イ
ド
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」が
ミ
ラ
イ
ズ
に
や
っ
て
く
る
！

生
演
奏
の
醍
醐
味
を
ぜ
ひ
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

（
演
奏
曲
目
：
T
a
k
e 

t
h
e 

A 

t
r
a
i
n
、世
界
は
日
の
出
を
待
っ

て
い
る
、見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
、

I
n 

t
h
e 

m
o
o
d 

ほ
か
）

▼
公
演
日

　
５
月
12
日
（日） 

午
後
2
時
開
演

　
（
開
場
：
午
後
1
時
30
分
）

▼
場
所

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ミ
ラ
イ
ズ

　

市
民
ホ
ー
ル【
全
席
指
定
】

▼
料
金

　
一
般
…
…
…
…
…
…
2
0
0
0
円

　
学
生（
高
校
生
以
下
）…
1
0
0
0
円

　

未
就
学
児
…
…
…
…
…
…
無
料

（
お
席
を
必
要
と
す
る
場
合
は
学

生
券
の
購
入
が
必
要
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

　
ミ
ラ
イ
ズ
総
合
事
務
室
ほ
か
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

ミ
ラ
イ
ズ
総
合
事
務
室 

☎
53
―
１
１
０
２

（
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
）

　

令
和
６
年
度
経
営
所
得
安
定
対

策
等
交
付
金
の
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。提
出
物
等
詳
し
く
は
対
象
者

に
お
送
り
し
て
い
る
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。な
お
、新
規
に
申
請
を
お

考
え
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
対
象
者

水
田
で
対
象
作
物
を
生
産（
耕

作
）す
る
農
家
・
農
業
法
人
等

▼
受
付
日
程
と
場
所

脇
地
区

４
月
17
日
〜
５
月
２
日
／

農
林
課

美
馬
地
区

５
月
７
日
〜
９
日
／

美
馬
町
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

穴
吹
地
区

５
月
10
日
〜
24
日
／

農
林
課

木
屋
平
地
区

４
月
17
日
〜
５
月
24
日
／

木
屋
平
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※
受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
各
地
区
の
日
程
中
、申
請
が
で
き

な
い
場
合
は
、４
月
17
日
〜
５
月
24

日
農
林
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

中
国
四
国
農
政
局
徳
島
県
拠
点

　
☎
０
８
８
―
６
２
２
―
６
１
３
１

　

農
林
課

　
☎
52
―
５
６
０
９

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
や
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
、ク
ラ
ウ
ン
シ
ョ
ー
や
お

茶
会
、野
鳥
観
察
会
や
紅
白
も
ち

投
げ
等
に
加
え
、防
災
体
験
と
し
て

災
害
対
策
車
両
の
展
示
、ま
た
青
木

家
住
宅
で
は
藍
染
め
体
験
等
盛
り

だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

新
緑
と
色
鮮
や
か
に
咲
く
花
々

の
中
で
、春
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
と
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
は
事
前
に
お
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

▼
日
時

　
５
月
12
日
（日）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

美
馬
市
水
辺
の
楽
校 

中
鳥
川
公

園
、美
馬
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

ほ
か（
美
馬
町
中
鳥
）

▼
検
針
地
区

穴
吹
町

３
０
０
件
程
度

美
馬
町

３
０
０
〜
８
０
０
件
程
度（
応
相
談
）

▼
検
針
期
間

年
６
回（
奇
数
月
に
検
針
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

※
１
か
月（
１
回
）最
大
で
10
日

程
度
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

▼
委
託
料
お
よ
び
点
検
料

○
検
針
委
託
料

１
件
に
つ
き
１
２
０
円

○
保
守
点
検
料

１
回
に
つ
き
６
０
０
０
円

▼
応
募
方
法

随
時
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、履

歴
書
を
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

選
考
は
面
接
に
よ
り
行
い
ま
す
。

▼
送
付
先

　

〒
7
7
7
―
8
5
7
7

　
美
馬
市
穴
吹
町
穴
吹
字
九
反
地
５
番
地

　

水
道
部
経
営
管
理
課

　

経
営
管
理
課　

　
☎
52
―
２
５
１
１

　

徳
島
県
で
は
、令
和
７
年
４
月
採

用
の
警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
試
験
名

　

警
察
官
Ａ（
男
性
・
女
性
）

▼
受
験
資
格

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、四
年
生
大
学
等
を

卒
業
し
た
者
ま
た
は
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見

込
み
の
者

▼
受
付
期
間

　
５
月
２
日
（木）
〜
５
月
27
日
（月）

▼
１
次
試
験
日　
７
月
14
日
（日）

▼
申
込
書
配
布
場
所

　

県
内
各
警
察
署（
各
分
庁
舎
）

　

徳
島
県
警
察
本
部

　

美
馬
警
察
署 

警
務
課

　
☎
52
―
０
１
１
０

　
徳
島
県
警
察
本
部 

警
務
課
人
事
係

　

☎
０
８
８
―
６
２
１
―
２
９
５
３

令
和
６
年
度
経
営
所
得
安
定
対
策
等

事
業
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　

道
の
駅
み
ま
の
里
の
産
地

直
売
所
で
は
、農
産
物
や
加
工

品
を
出
荷
す
る
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

出
荷
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、道
の
駅
み
ま
の
里
ま
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

道
の
駅
み
ま
の
里

　
☎
63
―
３
８
３
７

　

国
有
地
の
巡
回
、除
草
・
緑

化
、清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
、企
業
、学
校

な
ど
、資
格
や
経
験
は
不
要
で

す
。募
集
中
の
国
有
地
の
場

所
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　
随
時
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

徳
島
財
務
事
務
所
管
財
課

　
☎
０
８
８
―
６
２
２
―
５
１
８
１

　

沢
木
耕
太
郎
の
同
名
小
説

を
佐
藤
浩
市
と
横
浜
流
星
の

ダ
ブ
ル
主
演
で
映
画
化
。頂
点

を
目
指
す
男
と
ど
ん
底
を
見

た
男
が
人
生
を
賭
け
挑
む
世

界
戦
。ボ
ク
シ
ン
グ
に
命
を
か

け
る
男
た
ち
の
生
き
様
を
描

い
た
人
間
ド
ラ
マ
で
す
。

▼
日
時　
５
月
18
日
（土）

　

①
午
前
10
時
〜

　

②
午
後
２
時
〜

　
（
上
映
時
間
１
３
３
分
）

▼
場
所

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ミ
ラ
イ
ズ

市
民
ホ
ー
ル

▼
料
金

◎
前
売
り 

一
般
…
…
…
…
１
１
０
０
円

　
　

 （
当
日
１
５
０
０
円
）

高
校
生
以
下
…
６
０
０
円

　
　
（
当
日 

１
０
０
０
円
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

ミ
ラ
イ
ズ
総
合
事
務
室
ほ
か

各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

　
ミ
ラ
イ
ズ
総
合
事
務
室　

☎
53
―
１
１
０
２

（
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
）

「
ザ
・
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
・

　
　

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

コ
ン
サ
ー
ト
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

体
験
型
教
育
旅
行

受
入
れ
説
明
会

ミ
ラ
イ
ズ
映
画
祭

「
春
に
散
る
」

道
の
駅
み
ま
の
里

出
荷
会
員
募
集

国
有
地
サ
ポ
ー
ト
・

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

開
催

第
10
回

美
馬
市
水
辺
の
楽
校
春
祭
り

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
員
募
集

募
集

徳
島
県
警
察
官
募
集

問 

問 

問 

問 

問 

問 

問 

問 問 
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 人のうごき（敬称略 / 2 月 1 日〜2 月 29 日届出分）

情報ボックス

MiMaもリスク
－未然防止にお役立てください－

困ったときは、
美馬地区消費生活センターへご相談ください。

地域交流センター「ミライズ」1 階『相談のハコ』 

☎０８８３−５３−１５４１
相談時間 午前 9 時～午後 4 時 ( 土、祝、年末年始を除く）

18 歳から成人として扱われ、未成年者取消権が使えなくなります。社会経験や判断能力の乏

しい若者が消費者被害にあわないためにどうすればよいでしょうか。まずは具体的なトラブル

事例を知ることが大切です。「MiMa もリスク」を家族で話題にするなどしてお役立てください。

男の子 女の子おたんじょう おくやみおくやみ

橋本　　稔（94）柴床南

松岡ハル子（101）北庄

津山　藤市（99）柏

松久　　大（53）中山路西

阿佐　　稔（48）別所上

岡　　芳子（74）上曽江

井上　隆晴（67）三島中央

田尾アサコ（90）棚田

宮本　幹生（83）仕出原

三宅　勝大（74）中熊

岡本智枝子（92）山路

大石　善久（91）土井の池

金川　滿子（80）別所浜東

柳川　武夫（93）尾山（穴吹）

髙田　康政（78）野田ノ井南

中村　正一（99）中屋

清田　一夫（72）拝西第一

黒下　清子（91）西上野南

伊藤　髙子（74）和進

矢野　芳子（90）谷西

佐藤　良　  （81）柏

西村　修子（91）開拓

泉本マサヱ（100）中山路東

三宅　慶和（89）東荒川

佐藤キヨ子（93）喜来（美馬）

正木　　茂（88）御所野

都築カネコ（88）沼田

岡田　富子（94）原

市の人口 ( 令和 6 年 3 月 1 日現在／ ( ) 内は前月比 )

人　　口 26,698 人（−18）

世  帯  数 12,531 世帯（＋19）

人口内訳 日本人　26,189 人（−32）
　　　　男性　12,652 人（− 9） 
　　　　女性　13,537 人（−23） 
外国人　    509 人（＋14）
　　　　男性　    195 人（＋ 8） 
　　　　女性　    314 人（＋ 6） 

下曽江南川原　稟叶
流空
瑠夢

東原加藤　すず
う　か

佳宏
絵実

拝北富川　葵生
真生
悠華

中島団地
第 3大道　仁湖

に　こき　い
浩希
美樹

池端南部前野　暖人
はる  と

芳典
愛里

島口西郷司　衣真
いちか

将太
裕子

拝東北藤村　尚人
なお  と

友也
千尋

拝中南山本　一秀
かず  ほ

孝洸
綾華

無料相談

相　談

ひとこと助言

中学時代の先輩から「未経験でも確実にもうかる話があるから

一緒に聞いてみよう」とWeb 説明会に誘われた。

通販サイトやゲームサイトでキャッシュレス決済を利用してい

るうちに、使い過ぎてしまい支払えない。

脱毛エステの長期契約をし、途中で通えなくなったがお金はどう

なるの？

◯
最
明
寺
　
様

◯
脇
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
様

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

寄
附

美
馬
市
社
協
善
意
銀
行
に

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

←ご利用方法等
詳しくはこちら

日時 場所 問い合わせ先等

特設人権相談
人権擁護委員による人権に関する相談

「あわ地域若者サポート
ステーション」出張相談

15 ～ 39歳の方対象の職業相談

あわ地域若者サポート
ステーション
☎０８８－６３７－７５５３

くらし・人権課
☎５２－８００９

弁護士相談
弁護士による生活相談

 （相続、借金等に関すること）

徳島県よろず支援拠点
in 美馬市経営相談会

中小企業・小規模事業所対象の
経営に関する相談

近藤　一郎さん

出原　公和さん

猪本　邦富さん

江口　文之さん

ハローワーク美馬

美馬文化会館 
☎６３－4646美馬文化会館５月８日（水）午前 11時～正午

※定員２名／要予約

５月８日（水）午前９時～正午

４月23日（火）午後１時～午後４時

毎月第１金曜日　午前９時 30分～正午
※5月と１月は休日のため翌平日に開設

毎月第２木曜日　午前 10時～正午
※11月は中止

毎月第３火曜日　午前 10時～正午

毎月第２水曜日　午前 10時～正午

美馬文化会館、
美馬市合同会館

美馬町市民
サービスセンター
102会議室

地域交流センター
ミライズ　会議のハコ

穴吹防災
交流センター研修室
（穴吹町穴吹井手端36）

木屋平市民
サービスセンター

ふれあい福祉総合相談

弁護士相談（要予約 2日前）
結婚相談（要予約 2日前）

司法書士相談（要予約 3日前）
終活相談（要予約 2日前）

土地家屋調査士相談（要予約 7日前）

暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
み
ま

行
政
相
談

三島会館
美馬町市民サービスセンター
木屋平複合施設
美馬市合同会館
宮内交流の里

美馬市合同会館 美馬市社会福祉協議会
暮らしサポートみま
☎５3－７８３０

暮らし、仕事、家計のこと
等、どなたでも秘密厳守
で相談に応じております
ので、悩みや不安お困り
のことがあればひとりで悩
まずにご相談ください。
※土曜日・日曜日・祝日・
年末年始は除きます。

秘書人事課
☎５２－８００６

行政相談は、行政等への
苦情や意見等を受け付
け、関係行政機関に必要
なあっせんを行い、解決
や実現の促進を図るとと
もに、行政の制度や運営
の改善に生かすものです。
※開催日が祝日等の場
合、日程が変更になる場
合があります。

毎月第２･４月曜日 午後２時～午後４時
毎週火曜日 午前 9時 30 分～午前 11時 30 分
毎月第１･３･４水曜日 午前 10時～正午
毎週木曜日 午前９時 30分～午前 11時 30 分
毎月第１･３･５木曜日 午後２時～午後４時
毎月第３水曜日 午後１時～午後４時
毎月第３水曜日 午前９時 30分～午前 11時 30 分
毎月第 1･4 水曜日 午後 1時～午後４時
毎月第２水曜日 午前９時～正午
毎月第２水曜日 午後１時～午後４時

４月24 日 ( 水 ) 午前 11 時～午後６時
※予約優先

美馬市立図書館内
（地域交流センター
ミライズ２階)

徳島県よろず支援拠点
☎ ０８８－６７６－４６２５
yorozu@our-think.or.jp
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d（穴）52-1243
国 見 医 院

d（脇）53-1717
多田クリニック

d（脇）53-2576
おおた整形外科クリニック

d（半）64-3145
つるぎ町立半田病院

d（貞）62-2012
永 尾 病 院

d（脇）52-0988
岡 内 科 病 院

日 月 火 水 木 金 土

２０１９１７１６１５１４

２７２６２５２４２３２２２１

４３5/１３０２９２８

１１１０９８７６

１６１５１４１３12

１２

d（脇）55-0321
成田クリニック

d（脇）52-1529
脇町中央医院

d（脇）52-1001
林クリニック

d（美）63-2026
美馬リハビリテーション病院

d（美）63-2245
木下内科循環器科

d（美）63-3171
木下（雅）医院

d（脇）52-1095
ホウエツ病院

d（美）63-2569
折 野 病 院

d（半）64-2111
武原外科整形外科医院

d（脇）52-3011
秦　　眼　　科

d（脇）53-2525
酒巻耳鼻咽喉科医院

d（脇）52-1045
佐 藤 内 科

d（脇）52-1095
ホウエツ病院

d（半）64-3145
つるぎ町立半田病院

d（半）64-3145
つるぎ町立半田病院

d（脇）52-1095
ホウエツ病院

d（脇）55-0321
成田クリニック

d（脇）53-6011
としま小児科

d（脇）53-8105
市橋内科医院

d（脇）52-1095
ホウエツ病院

d（半）64-3145
つるぎ町立半田病院

d（脇）52-1529
脇町中央医院

d（脇）52-1258
成 田 病 院

【在宅当番医の受け待ち時間】
　平　日　午後 5時～午後 9時
　土曜日　正午～午後 9時
　日曜日　午前 9時～翌朝午前 6時
※当番医は都合により変更される場合が
　あります。ご了承ください。
※GW・お盆・年末は午後 5時～午後 9時
　（ホウエツ病院・半田病院を除く）

小児救急医療当番医一覧

d（脇）53-1717
多田クリニック

d（脇）53-2576
おおた整形外科クリニック

d（脇）52-2583
桜 木 病 院

d（脇）52-1001
林クリニック

d（半）64-3145
つるぎ町立半田病院

２

５

曜日

d 0883-64-3145 ※日曜日は午前 9 時から翌日午前 9 時まで
　それ以外は午後 6時から翌日午前 9時までd 0883-72-1131

病院名 電話番号 時間

つるぎ町立半田病院
徳島県立三好病院

金・土・日・月
火 ・ 水 ・ 木

お知らせ
開催行事
相談
図書館イベント
健（検）診

4/１１

１８

d（脇）52-2583
桜 木 病 院

１３

d（美）63-2001
佐 々 木 医 院

※スペースの都合上、市民カレンダーに反映しきれていない
　情報がございます。ご了承ください。

おはなし会

休館日 休館日

初級パソコン
教室募集期限
（P26）

おはなし会
みま歴史散歩
（P28)

MY定期講座、
シールラリー開始
（P28）

将棋サロン
市民ギャラリー展
募集期限（P28）

休館日
あわサポ（P34）

よろず経営相談
（P34）

献血（Ｐ30）

休館日 市民ギャラリー展
展示開始（P28）

絵本であそぼ！
（P28）

クリーニング
デイ（P28）いきいき美容教室

申込期限（P21）

将棋サロン えいがかい
（P28）

休館日 弁護士相談、
特設人権相談
（P34）

広報みま５月号
発行日

西阿老人ホーム
職員募集期限
（P20）

アニマシオン、
クイズラリー
（P28）

クイズラリー、
ギター教室（P28）
水辺の楽校春祭り
（P32）

休館日 休館日

文化協会会員
募集期限（P26）木屋平出張図書館

（正午～午後2時）

広
報
み
ま
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４
月
号
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0
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令
和
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年
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行


